
２  特集　ずっと庄原で暮らしたいから

34  積み重ねて 20 回ミュージックエンタ

13  戦争・被爆体験を後世に

14　「プラモニ」募集します

　　市政懇談会を開催します

16　第２期庄原市行政改革大綱を策定します

17　ハートネットＴＶ公開録画観覧募集

18　　児童扶養手当・特別児童扶養手当

　　住宅・土地統計調査を実施します

19　シリーズ100 歳まで楽しめる野菜づくり

　　安心・安全な毎日のために　　

20　健康広場　　　　　21　市政トピックス

22　カメラレポート　　26　お知らせ

8

福島県いわき市から口和町湯木に移住した
福元さんご夫妻が経営するふくふく牧場で
庄原さとやま体験が開催。親子連れなど20
人が乳搾りやチーズ作りを体験しました。

（関連記事２～12ページ）
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庄
原
に
い
る
か
ら
で
き
る
こ
と

           

見
つ
け
て
み
ま
せ
ん
か
？
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１
万
７
千
発
以
上
あ
る
と
言
わ
れ
、
核
開
発

を
進
め
る
国
は
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

　

そ
れ
は
遠
い
国
で
の
話
で
は
な
く
、
い
つ

私
た
ち
に
降
り
か
か
っ
て
く
る
か
分
か
ら
な

い
の
で
す
。
そ
れ
が
現
実
に
起
こ
っ
た
ら
ど

う
な
る
か
。
今
の
生
活
な
ど
一
瞬
で
吹
き
飛

ん
で
し
ま
う
こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
の
こ
と
を

私
た
ち
は
し
っ
か
り
と
受
け
止
め
て
お
く
必

要
が
あ
る
の
で
す
。

今
も
起
こ
り
続
け
る
紛
争

増
大
し
続
け
る
核
の
恐
怖

　　

唯
一
の
被
爆
国
の
日
本
に
住
む
私
た
ち

は
、
戦
後
「
反
核
平
和
」「
戦
争
反
対
」
と

叫
び
続
け
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
世
界
中
で
は
今
も
な
お
多
く
の

紛
争
が
起
き
、
多
く
の
人
が
血
を
流
し
、
何

の
罪
の
な
い
子
ど
も
ま
で
も
が
多
く
犠
牲

に
な
っ
て
い
ま
す
。
世
界
に
は
核
弾
頭
が

地
域
で
育
む
命
の
尊
さ
・
思
い
や
る
心

　
　

　

広
島
へ
の
原
爆
投
下
直
後
、山
内
地
区
に

も
多
く
の
被
爆
者
が
輸
送
さ
れ
て
き
ま
し

た
。用
意
さ
れ
た
臨
時
病
棟
に
は
２
７
４
人

の
被
爆
者
が
収
容
さ
れ
、88
人
が
亡
く
な
っ

て
い
ま
す
。そ
の
犠
牲
者
を
悼
み
、平
和
を
祈

念
す
る
「
山
内
原
爆
犠
牲
者
慰
霊
式
典
」を

毎
年
８
月
６
日
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
式
典
に
は
、遺
族
や
地
域
住
民
を
は

じ
め
、山
内
小
学
校
の
児
童
も
参
列
。地
域
が

一
体
と
な
っ
て
被
爆
の
実
相
の
継
承
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

山
内
小
学
校
で
は
児
童
会
が
中
心
と
な

り
、慰
霊
式
典
に
向
け
た
校
内
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。全
校
児
童
が
協
力
し
て
千
羽
鶴

を
作
成
。児
童
は
折
り
紙
一
枚
一
枚
に
、平
和

へ
の
願
い
を
込
め
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
書
き
込

み
、一
つ
一
つ
丁
寧
に
折
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、被
爆
体
験
記
「
葛
城
」（
山
内
地
区

原
爆
被
害
者
の
会
発
行
）を
使
っ
た
学
習
な

ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
「
過
去
何
が
あ
っ
た
か
を
知
る
こ
と
は
と

て
も
大
事
。そ
の
上
で
平
和
を
築
く
た
め
に

は
、ま
ず
は
自
分
た
ち
の
家
族
や
友
だ
ち
を

大
事
に
す
る
こ
と
。命
の
尊
さ
を
感
じ
て
く

れ
れ
ば
」と
山
下
博
教
諭
。兼
丸
裕
子
校
長

は
「
山
内
地
域
は
住
民
の
方
が
日
ご
ろ
か
ら

さ
ま
ざ
ま
な
形
で
学
校
に
か
か
わ
っ
て
く
だ

さ
っ
て
い
る
。慰
霊
祭
を
含
め
地
域
活
動
も

活
発
な
の
で
、日
々
の
か
か
わ
り
を
通
し
て
、

子
ど
も
た
ち
も
人
を
思
い
や
る
心
が
自
然
と

身
に
つ
い
て
い
る
」と
話
し
て
い
ま
す
。

　
「
戦
争
の
な
い
平
和
な
世
の
中
に
な
っ
て

ほ
し
い
」と
願
う
子
ど
も
た
ち
の
心
は
、こ
う

し
た
環
境
に
よ
っ
て
育
ま
れ
て
い
ま
す
。

庄原市戦没者追悼式
ならびに平和祈念式典

　本市の戦没者に哀悼の意を表すとともに、再
び戦争の惨禍を繰り返すことのないよう、恒久
平和を祈念するため、庄原市戦没者追悼式なら
びに平和祈念式典を次のとおり開催します。
　多くの皆さんの参加をお願いします。

●と　き　８月 21 日㈬ 10 時～
●ところ　庄原市民会館
※当日は要約筆記による案内に加え、イントラ
ネットでの中継も行いますので、各学校、自治振
興センターなどでもご覧になれます。
※各支所からの送迎バスをご用意しています。
利用を希望する場合は、８月15 日㈭までに各支
所に申し込んでください。（定員に限りがありま
すので、ご希望に添えない場合はご了承くださ
い。）

問い合わせ　社会福祉課障害者福祉係
　　　　　　☎０８２４ ‐ ７３ ‐ １２１０
　　　　　　または各支所市民生活室

恒
久
平
和
を
願
い

戦
争
・
被
爆
体
験
を
後
世
に

終
戦
か
ら
今
年
で
68
年
。
戦
争
・
被
爆
体
験
者
の
ほ
と
ん
ど
が
70
歳
を
超
え
、
そ
の
実
相

を
知
る
人
が
急
激
に
減
っ
て
い
ま
す
。壮
絶
な
体
験
を
後
世
に
伝
え
続
け
て
い
く
た
め
に
、

今
で
き
る
こ
と
は
何
か
、
山
内
地
区
の
取
り
組
み
か
ら
考
え
て
み
ま
す
。

平成25年度

千羽鶴を折る山内小の６年生

毎年８月６日に行われる山内原爆犠牲者慰霊式典

  　広報しょうばら｜２０１３．８月号｜ 12 13｜２０１３．８月号｜広報しょうばら



　市は「市民が主役のまちづくり」を推進するため、イ
ンターネットを活用した「まちづくりプランナー・モ
ニター事業」を始めます。
　この事業は、市民の皆さんにプランナー・モニター

　情報政策課広報広聴係　℡0824-73-1159

　市は、市民の皆さんと市長が直接対話すること
により、市政への理解を深めていただくとともに、
市民の皆さんの意向を尊重したまちづくりを推進
することを目的として、市政懇談会を実施します。

●懇談テーマ
①共通テーマ　「定住促進について」
　木山耕三市長が所信表明で掲げた「庄原いちば
んづくり」の３つの柱のうち、「にぎわいと活力」
の取り組みの中の「定住促進について」を説明し
意見交換を行います。
②地域テーマ
　各地域の自治振興区などで地域テーマを設定し
ていただき意見交換を行います。

●開催日程
庄原地域　９月９日（月）19 時～
　　　　　庄原市ふれあいセンター
　　　　　地域テーマ：自主防災推進上の地域課題解決について
西城地域　９月６日（金）19 時～ 
　　　　　ウィル西城
　　　　　地域テーマ：未定
東城地域　９月３日（火）19 時～
　　　　　市役所東城支所
　　　　　地域テーマ：森林を活かしたまちづくり
口和地域　８月 31 日（土）19 時～
　　　　　口和自治振興センター
　　　　　地域テーマ：暮らしの安心（高齢者福祉）
高野地域　８月 27 日（火）19 時～
　　　　　上高自治振興センター
　　　　　地域テーマ：定住促進について
比和地域　８月 26 日（月）19 時 30 分～
　　　　　比和自治振興センター
　　　　　地域テーマ：定住促進について
総領地域　９月４日（水）19 時～
　　　　　総領自治振興センター
　　　　　地域テーマ：未定
●出席者　
自治振興区の役員など（地域内の自治振興区で決
定）、そのほか一般の参加も可能

●懇談会での発言について
　懇談会での発言は、テーマに沿った内容に限り
ます。その他の要望は、事前に各地域の自治振興
区でとりまとめ、市から文書で回答しますので、
会場での懇談は行いません。

（プラモニ）として登録してもらい、インターネットを
通じて、本市が抱える課題の解決策の提案や市の事業
に対する評価などのご意見をいただき、市政運営の参
考にしようとするものです。

登録者は、市が設定した行政課題に対し、そ
の課題を解決する事業・方法などについて、
「市がすべきこと、市でなければできないこ
と」の視点で提案します。

　市内に在住・勤務または通学している15 歳以上の方で、インターネットと電子
メール（携帯電話を含む）が使用できる方 。また、団体や企業で登録することもでき
ます（市内限定）。

　随時受け付け

○寄せられた提案に対する回答や集計結果は、市のホームページに掲載します。
○要望や質問、苦情などはご遠慮ください。
○登録された個人情報は、この事業以外で使用することはありません。
○使用機器の経費や接続に要する通信費などは登録者の負担となりますので、ご了
　承ください。
○携帯電話でメール受信拒否機能を設定している場合は、
　「　　　　　@city.shobara.hiroshima.jp｣と ｢　　　　　@e-tetsuzuki99.com」
　からのメールを受信できるように設定してください。
　設定方法は、ご契約の携帯電話会社にお問い合わせください。

登録者は、市の施策や事業について、市が設
定した問

とい

に回答するアンケート形式で評価
します。その他、一般アンケートへの回答も
お願いする予定です。

「プラモニ」市政懇談会
　　　を開催します

企画課政策推進係　☎０８２４ ‐ ７３ ‐ １１１２

募集します

◆登録方法◆
～プラモニ登録までの３ステップ！～ 

まちづくりプランナー・モニター事業開始

プランナー モニター

◆応募資格◆

◆募集期間◆

◆注意事項◆

①パソコンまたは携帯電話（スマートフォン含む）で
下記アドレスから登録区分を確認した後、必要事項を
入力し送信

②企画課または各支所企画調整室で申請書を入手し、
必要事項を記入して提出（郵送可）

申請書に記載された電子メールアドレスにＩＤを送信
します。

申請書に記載された住所に郵送でパスワードを通知
し、登録が完了します。（申請から、おおむね２週間で登
録が完了）

1. 申請

２．ＩＤ通知

３．パスワード通知

次の①②のいずれかの方法により申請してください。

皆さんの声を聞かせてください

トップページ

市政情報

市の政策

プラモニ

次のＱＲコードを読み取っ
てもページに移行します。

市ホームページからも次の
順にアクセスして行えます。

http://www.city.shobara.hiroshima.jp/
government/seisaku/post-272.html
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「公開すこやか長寿」

行
政
経
営
改
革
大
綱
と
は
？

　

行
政
改
革
は
通
常
、市
役
所
の
組
織
や
職

員
数
、事
務
・
事
業
の
見
直
を
行
い
、「
経
費

を
削
減
す
る
こ
と
」を
主
な
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

　

本
市
で
は
、従
来
の
行
政
改
革
に
「
経
営
」

の
視
点
を
取
り
入
れ
て
「
行
政
経
営
改
革
」

と
し
、「
同
じ
サ
ー
ビ
ス
で
あ
れ
ば
経
費
を
削

減
」「
同
じ
経
費
で
あ
れ
ば
サ
ー
ビ
ス
を
向

上
」と
い
う
基
本
方
針
の
も
と
、市
民
満
足
度

の
向
上
を
図
り
つ
つ
「
よ
り
効
率
的
・
効
果

的
な
自
治
体
経
営
」を
進
め
る
こ
と
を
主
な

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

行
政
経
営
改
革
大
綱
は
、こ
う
し
た
目
的

の
達
成
に
向
け
て
取
り
組
む
べ
き
課
題
や
実

施
時
期
、方
向
性
な
ど
を
整
理
し
た
基
本
計

画
で
す
。

　
　
主
　
催
　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
広
島
放
送
局
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
厚
生
文
化
事

業
団
、庄
原
市

　
　
と
　
き

10
月
26
日
㈯

開
場
／
13
時　

開
演
／
13
時
30
分　

終
演
予
定
／
16
時

　
　
と
こ
ろ

庄
原
市
民
会
館

（
庄
原
市
西
本
町
二
丁
目
17
‐
15
）

　
　
内
　
容

《
第
１
部
》「
ハ
ー
ト
ネ
ッ
ト
Ｔ
Ｖ　

公
開
す

こ
や
か
長
寿
」公
開
録
画

【
ゲ
ス
ト
】　

未
定

（
決
定
次
第
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
）

【
ダ
ン
ス
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
】

南　

流
石
（
振
付
師
）

【
司
会
】　

塚
原
泰
介
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

《
第
２
部
》「
第
１
部
ゲ
ス
ト
に
よ
る
講
演
会
」

　
　
観
覧
申
し
込
み

　

入
場
は
無
料
で
す
が
、入
場
整
理
券
（
１

枚
で
２
人
入
場
可
）が
必
要
で
す
。

　

郵
便
往
復
は
が
き
に
必
要
事
項
を
明
記
し

て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
記
入
事
項
】

《
往
信
用
裏
面
》

（
１
）郵
便
番
号
（
２
）住
所
（
３
）名
前

（
４
）電
話
番
号

《
返
信
用
表
面
》

（
１
）郵
便
番
号
（
２
）住
所
（
３
）名
前

【
宛
て
先
】　

〒
７
２
７
‐
０
０
１
３　

庄
原
市
西
本
町
二
丁
目
17
‐
15

庄
原
市
民
会
館
「
ハ
ー
ト
ネ
ッ
ト
Ｔ
Ｖ
」係

【
締
め
切
り
】

10
月
３
日
㈭
必
着

※
１
歳
以
上
の
お
子
さ
ま
か
ら
入
場
整
理
券

が
必
要
で
す
。

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
の
う
え
、当
選
・

落
選
の
結
果
を
10
月
10
日
㈭
頃
に
発
送
し
ま

す
。

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
な
ど
で

の
転
売
を
目
的
と
し
た
申
し
込
み
は
固
く
お

断
り
し
ま
す
。売
買
を
目
的
と
し
た
申
し
込

み
で
あ
る
と
判
明
し
た
場
合
は
抽
選
対
象
外

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
応
募
の
際
に
い
た
だ
い
た
情
報
は
、抽
選

結
果
の
ご
連
絡
に
使
用
す
る
ほ
か
、Ｎ
Ｈ
Ｋ

で
は
、受
信
料
の
お
願
い
に
使
用
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　
　
放
送
予
定

11
月
21
日
㈭　

20
時
～
20
時
29
分

【
Ｅ
テ
レ
・
全
国
放
送
】

11
月
28
日
㈭　

13
時
５
分
～
13
時
34
分

【
Ｅ
テ
レ
・
全
国
放
送
】（
再
放
送
）

※
放
送
予
定
は
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

　
　
問
い
合
わ
せ
　

庄
原
市
民
会
館

☎
０
８
２
４
‐
７
２
‐
４
２
４
２

（
８
時
30
分
～
17
時
15
分
）

Ｎ
Ｈ
Ｋ
広
島
放
送
局

☎
０
８
２
‐
５
０
４
‐
５
２
１
８

（
９
時
30
分
～
18
時
※
土
日
祝
除
く
）

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
は
？

　

市
は
最
大
の
行
政
改
革
と
も
い
う
べ
き
市

町
村
合
併
を
行
う
と
と
も
に
、平
成
17
年
度

に
「
庄
原
市
行
政
経
営
改
革
大
綱
」を
策
定

し
て
、職
員
数
の
適
正
化(
削
減)
や
施
設
管

理
の
民
間
委
託
、ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
の

制
定
な
ど
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

な
ぜ
、第
２
期
行
政
経
営
改
革
大
綱
が

必
要
な
の
？

　　
今
後
、市
の
役
割
と
責
任
が
ま
す
ま
す
大

き
く
な
る
こ
と
に
加
え
て
、住
民
福
祉
を
支

え
る
経
費
や
施
設
・
道
路
の
維
持
費
な
ど
の

負
担
増
加
が
予
測
さ
れ
ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、

職
員
の
人
材
育
成
や
効
率
的
な
組
織
、さ
ら

に
は
「
最
少
の
経
費
で
最
大
の
効
果
を
挙
げ

る
」こ
と
を
前
提
と
し
た
自
治
体
経
営
、将
来

を
見
据
え
た
財
政
運
営
が
必
要
と
な
っ
て
い

ま
す
。

行
政
経
営
改
革
審
議
会
を
設
置
し
ま
し
た

　　

大
綱
の
策
定
に
あ
た
り
、市
民
の
皆
さ
ん

か
ら
意
見
を
聴
く
た
め
「
行
政
経
営
改
革
審

議
会
」を
設
置
し
ま
し
た
。審
議
会
は
、学
識

経
験
者
や
各
種
団
体
か
ら
の
推
薦
者
、市
民

代
表
の
方
な
ど
11
人
で
構
成
し
、６
月
12
日

に
第
１
回
の
会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
会
議
は
傍
聴
が
で
き
る
ほ
か
、資
料

や
議
事
録
を
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

て
い
ま
す
。

　

次
回
は
、10
月
17
日
㈭
の
開
催
を
予
定
し

て
い
ま
す
。 

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。

　　

７
月
１
日
か
ら
17
日
ま
で
、
市
民

３
０
０
０
人
を
対
象
に
行
政
経
営
改
革
に
関

す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

第
２
期庄

原
市
行
政
経
営
改
革
大
綱

企
画
課
政
策
推
進
係　

℡
０
８
２
４
‐
７
３
‐
１
１
１
２

を 

策
定 

し
ま
す

木山耕三市長から野原建一会長（左）へ
諮問書を交付

審議会の会議の様子

観
覧

募
集

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
広
島
放
送
局
と
庄
原
市
な
ど
で
は
、「
ハ
ー
ト
ネ
ッ
ト
Ｔ
Ｖ　

公
開
す
こ
や
か

長
寿
」
の
公
開
録
画
を
行
い
ま
す
。

　

第
１
部
は
、地
元
の
ご
長
寿
の
方
々
と「
コ
コ
ロ
か
ら
ダ
ン
ス
」で
体
を
動
か
し
な
が
ら
、

客
席
の
皆
さ
ん
も
一
緒
に
楽
し
め
る
収
録
を
行
い
ま
す
。
第
２
部
で
は
、
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ

オ
で
お
な
じ
み
の
ゲ
ス
ト
が
、
ご
自
身
の
経
験
な
ど
に
つ
い
て
講
演
し
ま
す
。
観
覧
を
ご

希
望
の
方
は
、
次
の
要
領
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

公　開　録　画
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水
難
事
故
を
予
防
し
よ
う
！

　

水
に
よ
る
事
故
は
、泳
ぎ
に
行
っ
て
起
こ

る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。魚
釣
り
、魚
捕
り
、水

遊
び
や
歩
行
中
に
川
へ
落
ち
る
な
ど
の
事
故

も
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

事
故
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に
は
、次
の
こ

と
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

・
天
候
の
変
化
に
注
意
（
川
の
上
流
で
の
大

雨
な
ど
）

・
増
水
し
た
川
、池
に
は
近
づ
か
な
い
。

・
飲
酒
後
は
絶
対
に
水
に
入
ら
な
い
。

・
水
辺
に
い
る
子
ど
も
か
ら
目
を
離
さ
な
い
。

・
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
着
用
す
る
。

　

も
し
、溺
れ
た
人
を
発
見
し
た
ら
、一
人
で

助
け
よ
う
と
せ
ず
、周
り
の
人
に
助
け
を
呼

ん
で
、必
ず
１
１
９
番
通
報
を
!!

　

応
急
手
当
を
身
に
付
け
よ
う
！

　

も
し
、あ
な
た
の
そ
ば
で
、突
然
、交
通
事

故
や
急
病
に
よ
る
傷
病
者
が
あ
っ
た
ら
・
・
・

心
臓
や
呼
吸
が
止
ま
っ
た
人
の
治
療
は
正
に

１
分
１
秒
を
争
い
ま
す
。１
１
９
番
通
報
後
、

救
急
車
が
現
場
に
到
着
す
る
ま
で
に
は
全
国

平
均
で
約
８
分
間
か
か
り
ま
す
。傷
病
者
の

命
を
救
う
た
め
に
は
そ
の
場
に
居
合
わ
せ
た

「
あ
な
た
」の
行
動
が
最
も
大
切
で
す
！

　

消
防
署
で
は
、職
場
、自
治
会
、ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
な
ど
幅
広
い
方
々
を
対
象
に
救
命
講

習
を
行
っ
て
い
ま
す
。ご
家
族
や
友
人
、職
場

の
同
僚
、近
所
の
方
々
の
尊
い
生
命
を
守
る

た
め
、ぜ
ひ
受
講
し
ま
し
ょ
う
！

山
の
田
畑
の
楽
し
さ
ア
ッ
プ
（
そ
の
５
）

　

大
規
模
農
家
の
方
で
も
、小
さ
な
家
庭
菜

園
の
方
で
も
、鳥
獣
害
を
受
け
た
と
き
の
悔

し
さ
は
一
緒
で
す
よ
ね
。上
手
な
野
菜
作
り

こ
そ
、だ
れ
に
で
も
で
き
る
鳥
獣
害
対
策
の

真
骨
頂
。

　

今
年
は
、毎
朝
目
覚
め
た
ら
す
ぐ
に
行
き

た
く
な
る
よ
う
な
、「
百
歳
ま
で
楽
し
め
る
畑

作
り
」の
裏
ワ
ザ
・
小
ワ
ザ
を
、ど
ん
ど
ん
紹

介
し
て
い
き
ま
す
。

　

さ
て
、夏
で
す
。太
陽
の
季
節
で
す
。と
い

う
わ
け
で
、今
回
は
太
陽
光
の
話
！

　

今
月
の
豆
知
識

～
そ
の
①　

土
壌
消
毒
～

　

秋
野
菜
の
作
付
け
予
定
部
分
を
平
畝う

ね

に

し
、た
っ
ぷ
り
水
を
ま
い
た
上
で
、畝
に
す
っ

ぽ
り
と
透
明
の
ビ
ニ
ー
ル
を
か
ぶ
せ
ま
す
。

畝
肩
を
土
で
押
さ
え
、畝
の
真
ん
中
辺
り
も

風
で
ビ
ニ
ー
ル
が
飛
ば
な
い
よ
う
所
々
に
垂

木
か
古
い
鉄
パ
イ
プ
を
置
い
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
ま
ま
１
カ
月
く
ら
い
放
置
す
る
と
、土

の
温
度
が
ど
ん
ど
ん
上
が
っ
て
土
中
の
病
原

菌
や
害
虫
が
熱
で
死
滅
し
ま
す
。秋
野
菜
を

植
え
る
時
に
は
黒
の
ポ
リ
マ
ル
チ
に
変
え
て

く
だ
さ
い
ね
。

～
そ
の
②　

ワ
ケ
ギ
の
害
虫
退
治
～

　

ワ
ケ
ギ
は
、ネ
ギ
と
タ
マ
ネ
ギ
の
雑
種
な

の
で
種
が
な
く
、種
球
を
植
え
ま
す
よ
ね
。種

球
に
は
ネ
ギ
ア
ザ
ミ
ウ
マ
や
ネ
ギ
コ
ガ
と
い

う
厄
介
な
害
虫
が
潜
ん
で
い
る
こ
と
も
多
い

ん
で
す
。そ
こ
で
、家
庭
菜
園
向
き
の
消
毒
方

法
を
。

　

三
段
く
ら
い
仕
切
り
の
あ
る
、魚
の
干
物

作
り
用
の
青
い
網
か
ご
に
種
球
を
入
れ
て
く

だ
さ
い
。次
に
底
部
分
の
真
ん
中
に
５
㌢
ほ

ど
の
穴
を
開
け
た
で
っ
か
い
透
明
の
ポ
リ
袋

を
網
か
ご
の
上
か
ら
す
っ
ぽ
り
か
ぶ
せ
ま

す
。先
に
開
け
て
お
い
た
穴
か
ら
か
ご
を
吊

る
す
た
め
の
ひ
も
を
取
り
出
し
、直
射
日
光

の
当
た
る
軒
下
に
吊
り
下
げ
て
保
存
す
る
と

害
虫
は
全
滅
し
ま
す
。

～
そ
の
③　

ニ
ン
ジ
ン
の
発
芽
促
進
～

　

ニ
ン
ジ
ン
は
、水
辺
に
生
え
る
セ
リ
の
仲

間
な
の
で
、少
し
く
ら
い
の
水
で
は
発
芽
し

ま
せ
ん
。そ
こ
で
、平
べ
っ
た
い
煎
餅
の
空
き

缶
の
ふ
た
か
新
聞
紙
の
上
に
広
げ
て
、２
時

間
く
ら
い
、カ
ン
カ
ン
照
り
の
直
射
日
光
に

さ
ら
し
て
く
だ
さ
い
。硬
い
殻
に
細
か
い
ひ

び
割
れ
が
入
っ
て
水
を
よ
く
吸
う
た
め
発
芽

率
ア
ッ
プ
間
違
い
な
し
！
。

　

今
月
の
手
抜
き
作
業

～
果
菜
類
の
畝
間
潅
水
～

　

ナ
ス
な
ど
の
畝
が
乾
い
た
ら
、通
路
の
両

端
を
土
の
う
（
肥
料
袋
に
土
を
入
れ
た
も
の

で
Ｏ
Ｋ
）で
せ
き
止
め
、ホ
ー
ス
で
水
を
注
ぎ

ま
す
。畝
の
上
部
ま
で
た
っ
ぷ
り
と
水
が
染

み
込
ん
だ
ら
、長
く
溜
め
て
お
く
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。

私
に
も
で
き
る
獣
害
対
策　

林
業
振
興
課
林
業
振
興
係

☎
０
８
２
４
‐
７
３
‐
１
１
２
４

庄
原
消
防
署　

☎
０
８
２
４
‐
７
２
‐
９
９
１
１

東
城
消
防
署　

☎
０
８
４
７
７
‐
２
‐
４
０
０
５

　

住
宅
・
土
地
統
計
調
査
は

　

こ
ん
な
調
査
で
す

　　

住
宅
・
土
地
統
計
調
査
は
、「
統
計
法
」

（
国
の
統
計
に
関
す
る
基
本
的
な
法
律
）に

基
づ
い
た
基
幹
統
計
調
査
で
す
。こ
の
調

査
は
、全
国
約
３
５
０
万
世
帯
（
庄
原
市

で
は
約
３
５
０
０
世
帯
）を
対
象
と
し
た

大
規
模
な
も
の
と
な
り
ま
す
。調
査
の
結

果
は
国
や
地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
「
住

生
活
基
本
計
画
」の
成
果
指
標
の
設
定
や
、

耐
震
や
防
災
を
中
心
と
し
た
都
市
計
画
の

策
定
な
ど
に
幅
広
く
利
用
さ
れ
ま
す
。

　

調
査
の
対
象
と
な
っ
た
世
帯
へ
は
、調

査
員
が
調
査
票
な
ど
を
配
布
し
、記
入
を

依
頼
し
ま
す
の
で
、そ
の
際
に
は
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

問
い
合
わ
せ

　

情
報
政
策
課
情
報
政
策
係

　

☎
０
８
２
４
‐
７
３
‐
１
１
１
３

　

ど
ん
な
こ
と
が
調
査
さ
れ
、

　

ど
ん
な
こ
と
が
わ
か
る
の
？

　　
　
　

調
査
す
る
の
は
、住
宅
・
敷

　
　

地
の
広
さ
や
所
有
の
関
係
、居

　
　

住
し
て
い
る
世
帯
に
関
す
る
こ

　
　
　

と
、住
ま
い
の
設
備
状
況
や

　
　
　

住
環
境
な
ど
で
す
。全
国
・

　
　
　

都
道
府
県
・
市
区
町
村
別
に

　
　
　
　

結
果
が
作
成
さ
れ
ま
す
。

　
　
　
　

調
査
結
果
は
平
成
26
年
夏

　
　
　
　

ご
ろ
公
開
さ
れ
る
予
定
で

　
　
　
　

す
。

　
　

児
童
扶
養
手
当
と
は
？

　　

離
婚
や
死
別
な
ど
の
理
由
で
、母
親
ま
た

は
父
親
の
み
で
子
ど
も
を
養
育
し
て
い
る

「
ひ
と
り
親
家
庭
」に
対
し
て
支
給
さ
れ
る
手

当
で
す
。た
だ
し
、遺
族
年
金
な
ど
公
的
年
金

を
受
給
さ
れ
て
い
る
方
は
除
き
ま
す
。（
所
得

制
限
が
あ
り
ま
す
。）

※
児
童
の
対
象
年
齢
は
、18
歳
に
達
し
た
年

の
年
度
末
ま
で
。た
だ
し
、児
童
に
中
度
以
上

の
障
害
が
あ
る
場
合
は
20
歳
ま
で
。

　
　

特
別
児
童
扶
養
手
当
と
は
？

　

精
神
ま
た
は
身
体
に
障
害
の
あ
る
20
歳
未

満
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
方
に
支
給
さ
れ

る
手
当
で
す
。（
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。）

　　

こ
れ
ら
に
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
方
は
、

女
性
児
童
課
ま
た
は
各
支
所
市
民
生
活
室
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

忘
れ
ず
に
現
況
届
の
手
続
き
を
！

　　

現
在
、児
童
扶
養
手
当
や
特
別
児
童
扶
養

手
当
を
受
け
て
い
る
方
（
所
得
制
限
で
手
当

を
受
け
て
い
な
い
方
を
含
む
）は
、必
要
書
類

や
印
鑑
な
ど
を
持
っ
て
、次
の
期
間
中
に
女

性
児
童
課
ま
た
は
各
支
所
市
民
生
活
室
で
手

続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

期
間
内
に
手
続
き
を
し
な
い
と
、８
月
分

以
降
の
手
当
が
差
し
止
め
ら
れ
ま
す
。ま
た
、

こ
の
手
続
き
を
２
年
間
し
な
い
と
受
給
権
が

な
く
な
り
ま
す
の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間　

○
児
童
扶
養
手
当

　

８
月
30
日
㈮
ま
で

○
特
別
児
童
扶
養
手
当

　

８
月
12
日
㈪
～
９
月
10
日
㈫

※
該
当
す
る
方
へ
は
、別
途
案
内
を
送
付
し

ま
す
。

申
請
窓
口
・
問
い
合
わ
せ

女
性
児
童
課
児
童
福
祉
係

☎
０
８
２
４
‐
７
３
‐
１
１
９
２

ま
た
は
各
支
所
市
民
生
活
室

講 習 名 講　習　内　容 時   間

上級救命講習 心肺蘇生法、大出血時の止血法、傷
病者管理法、外傷の手当、搬送法 ８時間

普通救命講習 心肺蘇生法、大出血時の止血法 ３時間～

救命入門コース
（小中学生対象）

心肺蘇生法のうち、胸骨圧迫とＡＥ
Ｄの使用法 １時間３０分

救急教室 上記以外の応急手当など ご相談ください

※各講習とも２年から３年間隔で定期的な再講習をおすすめします。
　詳しくは最寄りの消防署へお気軽にお問い合わせください。

平
成
25
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語

「
消
す
ま
で
は　心
の
警
報　
Ｏ
Ｎ
の
ま
ま
」

＝  

ご
存
知
で
す
か
？  

＝

児
童
扶
養
手
当

特
別
児
童
扶
養
手
当

 総務省統計局 ※詳しくは総務省ＨＰで。 検 索

シリーズ
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ススメ

●日本のがん罹患率（平成 17 年度）

男性　１位　肺がん　　　女性　１位　大腸がん

　　　２位　胃がん　　　　　　２位　胃がん

　　　３位　肝臓がん　　　　　３位　肺がん

　　　４位　大腸がん

胃がん 肺がん 大腸がん 乳がん 子宮がん

広島県 10.3％ 16.1％ 17.6％ 29.1％ 24.0％

庄原市 18.5％ 22.7％ 23.0％ 27.1％ 20.7％

広島県がん検診啓発特使に就任され
たデーモン閣下。広島県民にがん検
診の受診を呼びかけています。

●平成 23 年度がん検診受診率

管財課

市
内
の
３
建
設
会
社
と
３
技
術
者
を
高
く
評
価

優
良
建
設
工
事
施
工
業
者
認
定
、
優
良
技
術
者
表
彰

広島県民よ！
まだ受けておらぬのか。

「がん検診」

健

広
場

康h
e

a
lth

y c
o

lu
m

n
庄
原
市
医
師
会
長

毛　

利　

昭　

生

大
腸
が
ん
が
増
え
て
い
ま
す

　　

日
本
で
は
、
こ
れ
ま
で
が
ん
に
な
る
人
の

中
で
最
も
多
か
っ
た
の
は
胃
が
ん
で
す
。
し

か
し
、
生
活
習
慣
の
欧
米
化
に
伴
い
そ
の
率

は
減
少
傾
向
を
示
す
一
方
、
大
腸
が
ん
に
か

か
る
人
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

厚
生
労
働
省
の
人
口
動
態
統
計
に
よ
る

と
、
平
成
17
年
度
に
大
腸
が
ん
で
亡
く
な
っ

た
方
の
数
は
、
男
性
で
は
、
肺
が
ん
、
胃
が

ん
、
肝
臓
が
ん
に
次
ぐ
第
４
位
。
女
性
で
は

す
で
に
第
１
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。

す
ぐ
内
視
鏡
検
査
を
受
け
る
の

で
は
な
く
専
門
医
で
受
診
を

　　

大
腸
内
視
鏡
検
査
は
、
新
し
い
前
処
理
薬

の
開
発
と
挿
入
技
術
の
向
上
に
よ
り
、
大
腸

の
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
（
症
状
が
現
れ
て
く
る

前
に
が
ん
を
発
見
す
る
）
検
査
と
し
て
普
及

し
て
い
ま
す
。
Ｘ
線
造
影
検
査
で
は
見
つ
け

に
く
い
平
坦
型
早
期
大
腸
が
ん
（
ポ
リ
ー
プ

以
外
の
も
の
）
が
た
く
さ
ん
見
つ
か
り
、
内

視
鏡
で
治
療
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　

こ
う
し
た
内
視
鏡
検
査
に
よ
る
早
期
発

見
・
早
期
治
療
は
大
腸
が
ん
撲
滅
に
重
要
で

す
が
、
大
腸
は
長
く
て
屈
曲
が
多
い
た
め
、

検
査
時
に
苦
痛
を
伴
う
こ
と
も
あ
る
の
で
、

ま
ず
は
専
門
医
で
の
受
診
を
お
勧
め
し
ま

す
。

便
潜
血
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う

　　

大
腸
が
ん
検
診
は
、
費
用
対
効
果
・
精
度
・

安
全
性
な
ど
を
考
慮
し
て
、
初
め
か
ら
内
視

鏡
検
査
を
す
る
の
で
は
な
く
、
平
成
４
年
か

ら
40
歳
以
上
の
す
べ
て
の
国
民
を
対
象
に
し

た
「
免
疫
学
的
便
潜
血
検
査
２
日
法
」
が
用

い
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
検
査
法
は
、
任
意
型
健
診
や
人
間

ド
ッ
ク
、
職
域
健
診
で
行
わ
れ
て
は
い
る
も

の
の
、
全
体
の
検
診
受
診
率
は
20
％
と
低
い

ま
ま
で
推
移
し
て
い
ま
す
。

　

大
腸
が
ん
か
ら
自
分
を
守
る
た
め
に
も
、

ぜ
ひ
便
潜
血
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

大腸がん検診方法
２日間便を採取します。便の表
面をまんべんなくこすり、容器
に戻し、検診機関に提出します。
自宅で簡単にできます。

便  潜  血  検  査  の

Topics市政トピックス   SHISEI  Topics

市
は
、平
成
24
年
度
の
対
象
工
事
の
う
ち
、

基
準
を
超
え
る
優
秀
な
工
事
成
績
評
定
点
を

収
め
た
３
工
事
の
施
工
業
者
を「
優
良
建
設

工
事
施
工
業
者
」と
し
て
認
定
し
、工
事
を
担

当
し
た
技
術
者
を「
優
良
技
術
者
」と
し
て
表

彰
し
ま
し
た
。そ
の
認
定
式
な
ら
び
に
表
彰

式
を
７
月
10
日
、市
役
所
で
開
催
し
ま
し
た
。

ＪＲ備後庄原駅周辺地区の土地区画整理による道
路整備工事に伴い、交通機関利用者のために設置し
ている駅西側の無料駐車場の一部（線路側一列）が、

こ
の
制
度
は
、建
設
会
社
の
技
術
力
向
上

を
目
的
に
、市
が
発
注
す
る
５
０
０
万
円
以

上
の
建
設
工
事
に
つ
い
て
、品
質
や
出
来
栄

え
、安
全
対
策
な
ど
を
総
合
的
に
考
慮
し
算

出
し
た「
工
事
成
績
評
定
点
」が
82
点
以
上

（
１
０
０
点
満
点
）の
成
績
を
収
め
た
工
事
の

施
工
業
者
と
技
術
者
を
認
定
・
表
彰
す
る
も

の
で
、平
成
20
年
度
の
制
度
創
設
後
、初
め
て

の
認
定
・
表
彰
と
な
り
ま
す
。

木
山
耕
三
市
長
は「
今
後
も
他
の
業
者
の

見
本
と
な
り
、高
い
技
術
力
を
社
会
資
本
の

整
備
や
維
持
管
理
に
役
立
て
て
い
た
だ
き
た

い
」と
述
べ
、認
定
書
と
表
彰
状
を
手
渡
し
ま

し
た
。

７月20 日から使えなくなりました。
利用者の方には大変ご迷惑をお掛けしますが、ご

理解とご協力をお願いします。

優良認定業者 対象工事名 優良技術者

小林建設㈱
（東本町）

高小用２期地区
農道改良工事 梅木弘男

三宅建設㈱
（西城町）

市道塩田小坂線
道路改良工事 田盛彰司

㈱大和建設
（七塚町）

市道上原戸郷線
道路改良工事 松浦利幸

左から、松浦利幸さん、㈱大和建設取締役部長 藤原由雄さん、梅木弘男さん、田盛彰司さん、
三宅建設㈱代表取締役 三宅康文さん、木山耕三市長、小林建設㈱代表取締役 小林茂樹さん

●優良認定業者および優良技術者（敬称略）

無料駐車スペースが減りました ーＪＲ備後庄原駅西側無料駐車場ー

都市整備課市街地整備係　☎ 0824-73-1173

（本年度工事箇所） 使用できない部分（34 台）

  　広報しょうばら｜２０１３．８月号｜ 20 21｜２０１３．８月号｜広報しょうばら
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ぐるっと庄原カメラレポート

Report １

Report ２

本市出身の坂口直樹さんが三楽荘で個展開く

「住宅デー」で修繕ボランティア

書家・詩人 坂口直樹書画創造展「楽」

広島県建設労働組合第12地域連合庄原が奉仕活動

Report ３ 夏の帝釈峡の魅力を満喫
帝釈峡ウォーク

Report ５ かわいい幼虫をじっくり観察
総領小がオオムラサキ観察会

市内のイベントやまちの話題をお届けします。

身近でホットな情報をお寄せください。

情報政策課広報広聴係

☎ 0824-73-1159 ／ Fax0824-72-3322　　

国定公園帝釈峡を散策する「帝釈峡ウォーク」が、７月14日
に開催されました。
誰でも気軽に参加できる「かわせみコース（全長約５㌔）」と、
神龍湖トレイルセンターをスタートしてまほろばの里まで歩く
健脚向けの「はんざきコース（約９㌔）」が用意され、広島市や
福山市をはじめ市内外から約３００人が参加しました。
かわせみコースでは、植物や岩の由来などを紹介するボラン
ティアガイドが参加者を案内し、雄橋にある給水所では、東城高
校「東城応援隊」のメンバーがお茶を振る舞いました。
午後からは、東城中学校吹奏楽部の演奏を聞きながら、川魚の
塩焼きや山菜おこわ、トマトとキュウリの丸かじりなど地元の
味を楽しみ、帝釈峡の魅力を満喫した一日となりました。

総領小学校３年生11人が７月２日、８年前からオオ
ムラサキの保護繁殖に取り組んでいる総領町黒目の和
田賢壯さん宅を訪れ、オオムラサキを観察しました。
児童はまず、和田さんからオオムラサキの成長の過
程や繁殖の難しさなどの説明を聞き、その後ハウスの
中でオオムラサキを観察。成虫のオオムラサキはあま
り見られませんでしたが、小さな幼虫を観察しながら、
「かわいい」「家で飼いたい」とスケッチする児童もいま
した。
和田さんは「今年は幼虫が900 匹も生まれたため、
餌となるエノキが不足した。そのため、羽化が20日ほ
ど遅れたが、子どもたちが幼虫でもよく観察していて
感心した」と話していました。

Report ４ 上位入賞を目指し操法訓練本格化
比和方面隊が広島県ポンプ操法競技大会出場へ

に取り組んでいます。
ポンプ操法は、火災現場での基本的な動作、器具操
作、そして正確な放水技術を身に付けるために行われ
る消防団の訓練の一つで、大会では一連の動作の速さ
と正確性を競います。
比和方面隊は昨年夏に行われた庄原予選大会で優勝
し、今回の県大会へ駒を進めました。訓練は今年の３月
に開始され、厳しい訓練を重ね、操法技術に磨きをかけ
ています。
訓練を指揮する梅津孝晴比和方面隊長は「選手をは
じめ、団員の頑張りが大会本番で実を結んでほしい。こ
の大会を通して、より一層強固な消防体制を築き、地域
へ貢献していきたい」と語り、大会での活躍へ決意を新
たにしていました。

庄原市の代表として広島県ポンプ操法競技大会へ出
場する庄原市消防団比和方面隊第２分団第２部の選手
が、９月７日に行われる大会本番へ向け、本格的な訓練

広島県建設労働組合第12地域連合庄原の52人が
６月22 日から30 日にかけて、市内の保育所・子育
て支援センター・中学校・小学校・一人暮らしの高
齢者宅を訪問し、施設などを修繕する技術奉仕活動
を行いました。
12人の組合員が訪れた山内保育所では、所内の建

具の調整や、各保育室用に木製の掃除道具入れを製
作。園児たちは、組合員の手際よい仕事ぶりに見入っ
ていました。
山内保育所の妹尾文恵所長は「閉まりにくかった

戸が閉まるようになるなど、状態の悪かった部分を
直していただけて大変ありがたい」と喜んでいまし
た。
この奉仕活動は、全国統一「住宅デー」の６月25

日を中心に、全国各地の建設労働組合が毎年行って
います。

７月５日から 15 日までの
11 日間、本村町出身の書家・
詩人、坂口直樹さんの書画創造
展が、庄原市三楽荘で開催され
ました。
本館と離れに約 80点の作品

が展示され、期間中の土日には
自由に書が楽しめる教室や大筆
書道パフォーマンス、手巻きオ
ルゴールや津軽三味線、二胡な
どのミニコンサートもあり、東
京や徳島など遠方からの方を含
め、延べ 1,500 人が来場しま
した。
坂口さんは「故郷で個展を開

くことができとても感謝してい
る。三楽荘がまちづくりの拠点
となり、たくさんの方々が訪れ、
地域の活性化につながるよう応
援させていただきたい」と話し
ていました。

▲ボランティアガイドから雄橋の説明を受ける参加者

▲山内保育所で修繕作業する建労組合員の皆さん

▲和田さんの説明を聞く児童

▲大筆書道パフォーマンスに固
か た ず

唾を飲む観客

▲熱を帯びる訓練
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ぐるっと庄原カメラレポート

Report ６ 自分の思いを英語で披露
第９回中学生による英語スピーチ大会

庄原ロータリークラブ、しょうばら国際交流協会、市
教育委員会の３者共催による「第９回中学生による
英語スピーチ大会」が６月16日、庄原市ふれあいセン
ターで開催されました。
市内７中学校から10人の中学生が参加し、これまで

の経験で学んだこと、家族や地域への思い、感じたこと
などを英語でスピーチ。家族や教諭などに見守られる
中、それぞれ自分の思いを堂々と発表しました。
市内の学校に勤務する外国語指導助手による審査が

行われ、３人の生徒に優秀賞が贈られました。

●優秀賞　加島菜々子さん（高野中３年）
　　　　森川　佳奈さん（東城中３年）
　　　　瀬尾　稜那さん（東城中３年）　

Report ８

Report 10

連携してまちなかをきれいに

清掃活動で地域への愛着を

高野小・中の児童生徒がクリーン大作戦

庄原青年会議所主催の清掃ボランティア

高野小学校の児童92人と、高野中学校の生徒47人
が７月12 日、町内にある施設周辺の清掃活動をする
「クリーン大作戦」に取り組みました。
この取り組みは、両校の交流と地域貢献を目的に初

めて実施されました。
児童生徒は、上高自治振興センター、高野福祉保健セ

ンター、市役所高野支所の３ヵ所に分かれ、施設周辺の
草取りや、溝そうじなどを約１時間かけて行いました。
高野中学校の清永尚子校長は「地域に貢献する活動

を通して、社会参加の意欲や高野を愛する心を育んで
いってほしい」と話していました。

ガードレール約60メートルには、市の花である「桜」
をモチーフにみんなでペイントしました。
庄原青年会議所の斉森大助理事長は「地域の皆さん、
中高生の生徒の皆さんとともに一体感ある清掃活動が
できた。この活動を通して、環境整備に対する意識を高
めてもらい、ふるさとへの愛着につながってくれれば
うれしい」と話していました。

社団法人庄原青年会議所が主催する「しょうばら清
掃活動～美しく豊かなまちづくり～」が７月７日に行
われ、庄原地域の中学・高校、自治振興区など10団体、
一般参加を含め158人が参加しました。
参加者は９つのグループに分かれ、国営備北丘陵公
園周辺やジョイフル、田園文化センターなど市内中心
部、県立広島大学から国道183 号線にかけての道路や
水路など７区間、約16.5 キロに渡ってゴミを拾って回
りました。
また、県大通りから丘陵公園入り口周辺までの市道
のガードレール2．4キロを、スポンジや洗浄機などを
使って汚れを落とし、備北オートビレッジ入口周辺の

催し物を通して贈り物を届けることをテーマに、「第
２回レガロフェスタin 水夢」が６月23 日、西城温水
プール『水夢』で行われました。
温水プール内ではアクアエクササイズやベビースイ

ミング、県立広島大学庄原キャンパス水泳部による水
中パフォーマンスなどが行われ、野菜のレシピや健康
の知識についての展示コーナーの設置、骨盤体操体験
なども行われました。
ベビースイミングでは４組の親子が参加し、フジタ
ドルフィンクラブＭＩＹＯＳＨＩの中間祐子さんの指
導を受けながら、楽しくスイミング。最初は怖がってい
た子どもも次第に慣れ、終わりごろには笑顔ではしゃ
いでいました。
今回始めて参加した山本陽子さん（西城町）は「水夢
はよく利用するが、先生に教わりながらだと違った雰
囲気で楽しめた」と話していました。
プール横の芝生の広場では各種バザーが開かれ、西
城産の食材を使用したネギ味噌豚丼や野菜ジュース、
西城産手打ちそばなどが並びました。ヒバゴンＴシャ
ツやひろしま牛、カープグッズなどが当たるお楽しみ
抽選会もあり、来場者はたくさんの贈り物を受け取り
笑顔があふれていました。

Report ７

Report ９

音楽を通じ世界平和へのメッセージ

贈り物に笑顔あふれる

ピース・アーチ・ひろしまプロジェクトコンサート

第２回レガロフェスタin水夢

「ピース・アーチ・ひろしまプロジェクトコンサート」
が６月30日、東城文化ホールで開催されました。
このコンサートは、音楽を通じて世界平和のメッ

セージを広島から全国に発信し、平和の心とつながり
が生まれるきっかけをつくるため、県内各地で開催さ
れるリレーコンサートです。
第１部はヴァイオリン吉田美里さん・ピアノ新宅雅

和さんによるアンサンブルが、第２部は広島交響楽団
四重奏コンサートが行われ、300 人を超える聴衆が会
場に詰め掛けました。
クラシックの名曲からおなじみの曲まで全18曲が

演奏され、来場者はプロの演奏と生の迫力に酔いしれ
ました。

▲全員で記念撮影

▶歩道の草取りをする高野小・中の児童生徒

　▲笑顔でジャンプ！（ベビースイミング）

▲広島交響楽団四重奏

▲ガードレールを丁寧に磨く参加者

▲みんなで楽しくペイント
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募
　
　
集

生
活
相
談

催
　
　
し

ア
ッ
プ
、魚
道
展
な
ど
の
イ
ベ
ン

ト
を
行
い
ま
す
。ぜ
ひ
ご
来
場
く

だ
さ
い
。

○
夏
休
み
灰
塚
ダ
ム
見
学
会
※

と
き　

８
月
19
日
㈪
～
30
日
㈮

（
平
日
の
み
）８
時
30
分
～
17
時

と
こ
ろ　

灰
塚
ダ
ム
管
理
支
所

○
灰
塚
ダ
ム
・
噴
水
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

と
き

７
月
20
日
㈯
～
９
月
１
日
㈰

19
時
～
21
時

と
こ
ろ　

灰
塚
ダ
ム
堤
体
ほ
か

○
魚
道
展(

河
川
な
ど
に
使
用
さ

れ
て
い
る
魚
道
の
模
型
を
展
示)

①
と
き　

８
月
５
日
㈪
～
16
日
㈮

（
平
日
の
み
）８
時
30
分
～
17
時

と
こ
ろ　

三
次
河
川
国
道
事
務
所

②
と
き　

８
月
20
日
㈫
～
26
日
㈪

９
時
～
19
時
30
分

と
こ
ろ　

三
次
Ｃ
Ｃ
プ
ラ
ザ

※
見
学
会
は
期
間
中
の
平
日
に
１

回
10
人
の
定
員
で
１
時
間
の
コ
ー

ス
で
す
。１
日
２
回
を
限
度
に
行

い
ま
す
の
で
、事
前
に
灰
塚
ダ
ム

管
理
支
所
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。詳
し
く
は
三
次
河
川
国
道
事

務
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

w
w

w
.cgr.m

lit.go.jp/m
iyoshi/

）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　

国
土
交
通
省
三
次
河
川
国
道
事
務
所

灰
塚
ダ
ム
管
理
支
所

☎
０
８
２
４
‐
４
４
‐
４
３
６
０

調
査
設
計
課

☎
０
８
２
４
‐
６
３
‐
４
１
２
１

庄
原
絵
手
紙
大
賞
作
品
募
集

募
集
作
品
　

未
発
表
の
自
作
絵
手
紙（
ハ
ガ
キ

サ
イ
ズ
）一
人
２
点
以
内

題
材　

自
由

対
象　

市
内
在
住
ま
た
は
通
学
、

勤
務
の
方

募
集
期
間　

８
月
10
日
㈯
～
９
月
20
日
㈮

応
募
要
領　

作
品
の
裏
に
、住
所
・

氏
名
（
ふ
り
が
な
）・
年
齢
（
園
児
・

児
童
・
生
徒
は
保
育
所
・
幼
稚
園
・

学
校
名
、学
年
）・
電
話
番
号
を
記

入
し
て
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

表
彰　

一
般
・
子
ど
も
の
部
そ
れ

ぞ
れ
に
、大
賞
・
優
秀
賞
・
奨
励
賞

を
贈
り
ま
す
。

そ
の
他　

入
賞
作
品
、応
募
作
品

は
、10
月
８
日
㈫
～
10
日
㈭
に
、 

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
「
ア
ー
ト
多
愛

夢
」で
展
示
し
ま
す
。入
賞
作
品
の

著
作
権
は
主
催
者
に
帰
属
し
、作

品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

応
募
先
・
問
い
合
わ
せ 

庄
原
市
文
化
協
会
（
庄
原
市
西
本

町
二
丁
目
17
番
15
号
庄
原
市
民
会

館
内
）

☎
０
８
２
４
‐
７
２
‐
５
４
５
３

商
工
観
光
課
商
工
振
興
係
（
庄
原

市
中
本
町
一
丁
目
10
番
１
号
）

☎
０
８
２
４
‐
７
３
‐
１
１
７
８

身
体
障
害
者
補
装
具
判
定
会

[

聴
覚]
８
月
22
日
㈭

受
付

　
13
時
～
14
時

と
こ
ろ
　

広
島
県
三
次
庁
舎
第
３
庁
舎
２
階

三
次
市
十
日
市
東
４
‐
６
‐
１

※
１
週
間
前
ま
で
に
社
会
福
祉
課

障
害
者
福
祉
係
へ
予
約
を
。

☎
０
８
２
４
‐
７
３
‐
１
２
１
０

障
害
者
相
談
員
定
期
相
談
会

［
庄
原
地
域
］

○
知
的
　
９
月
９
日
㈪

13
時
30
分
～
16
時
30
分

と
こ
ろ
　

庄
原
市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

※
事
前
予
約
も
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　

社
会
福
祉
課
障
害
者
福
祉
係

☎
０
８
２
４
‐
７
３
‐
１
２
１
０

定
期
巡
回
児
童
相
談

　

広
島
県
北
部
こ
ど
も
家
庭
セ
ン

タ
ー
が
子
育
て
に
関
す
る
相
談
に

応
じ
ま
す
。

●
庄
原
地
域

と
き
　

８
月
22
日
㈭
・
９
月
19
日
㈭

10
時
～
15
時

と
こ
ろ
　

庄
原
市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

※
１
週
間
前
ま
で
に
女
性
児
童
課

女
性
子
ど
も
支
援
係
へ
予
約
を
。

☎
０
８
２
４
‐
７
３
‐
０
０
５
１

●
東
城
地
域

と
き
　

８
月
23
日
㈮
・
９
月
27
日
㈮

10
時
～
15
時

と
こ
ろ
　
東
城
支
所

※
１
週
間
前
ま
で
に
東
城
支
所
市

民
生
活
室
へ
予
約
を
。

☎
０
８
４
７
７
‐
２
‐
５
１
３
１

健
康
相
談

　

広
島
県
北
部
保
健
所
（
三
次
市

十
日
市
東
）で
実
施
す
る
健
康
相

談
で
す
。事
前
に
電
話
で
ご
予
約

く
だ
さ
い
。秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

○
心
の
健
康
相
談

　

ス
ト
レ
ス
、う
つ
病
な
ど
の
心

の
健
康
に
不
安
の
あ
る
方
や
そ
の

家
族
か
ら
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

と
き
　

８
月
20
日
㈫
・
９
月
17
日
㈫

13
時
～
14
時

８
月
22
日
㈭

13
時
30
分
～
14
時
30
分

※
８
月
22
日
の
会
場
は
、東
城
支

所
で
す
。

○
エ
イ
ズ
検
査
・
相
談

　

検
査
は
無
料
・
匿
名
で
受
け
ら

れ
ま
す
。結
果
は
そ
の
日
に
お
知

ら
せ
で
き
ま
す
。相
談
は
随
時
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

と
き
　
８
月
21
日
㈬

13
時
～
14
時
30
分

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　

広
島
県
北
部
保
健
所
保
健
課

☎
０
８
２
４
‐
６
３
‐
５
１
８
１

　

人
権
相
談

　

各
地
域
で
人
権
擁
護
委
員
が
相

談
に
応
じ
ま
す
。

●
庄
原
地
域

と
き　

８
月
20
日
㈫
・
９
月
３
日
㈫

13
時
30
分
～
16
時
30
分

と
こ
ろ　

庄
原
市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

●
西
城
地
域

と
き　

９
月
12
日
㈭

13
時
30
分
～
16
時
30
分

と
こ
ろ　

西
城
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー

●
東
城
地
域

と
き　

９
月
５
日
㈭

13
時
30
分
～
15
時
30
分

と
こ
ろ　

東
城
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

●
総
領
地
域

と
き　

９
月
11
日
㈬

９
時
～
11
時

と
こ
ろ　

総
領
町
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ

「
里
山
い
の
ち
の
譜
」　
　
　

　
　
　
　
出
版
記
念
写
真
展

　

里
山
の
暮
ら
し
の
情
景
51
点
。

【
文
】正
本
眞
理
子

【
写
真
】金
山
一
宏

と
き　

９
月
１
日
㈰
ま
で　

と
こ
ろ　

時
悠
館

問
い
合
わ
せ　

時
悠
館

☎
０
８
４
７
７
‐
６
‐
０
１
６
１

灰
塚
ダ
ム
　
　
　
　
　
　
　

　
　「
こ
の
夏
の
イ
ベ
ン
ト
」

　

国
土
交
通
省
三
次
河
川
国
道
事

務
所
、灰
塚
ダ
ム
管
理
支
所
で
は

こ
の
夏
、ダ
ム
見
学
会
や
ラ
イ
ト

庄
原
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　

契
約
の
ト
ラ
ブ
ル
や
多
重
債
務

な
ど
消
費
生
活
に
関
す
る
相
談
を

お
受
け
し
、解
決
の
た
め
の
お
手

伝
い
を
し
て
い
ま
す
。

　

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

と
き　

毎
週
月
～
金
曜
日

（
祝
日
、年
末
年
始
除
く
）

９
時
～
16
時（
12
時
～
13
時
休
み
）

と
こ
ろ　

市
役
所
１
階
市
民
生
活
課
内

☎
０
８
２
４
‐
７
３
‐
１
２
２
８

三
次
人
権
擁
護
委
員
協
議
会

☎
０
８
２
４
‐
６
２
‐
２
５
７
２

無
料
法
律
相
談

　

広
島
弁
護
士
会
三
次
地
区
会
の

弁
護
士
が
法
律
相
談
に
応
じ
ま

す
。

と
き　

９
月
７
日
㈯

13
時
～
17
時

と
こ
ろ　

東
城
支
所

※
事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
。

予
約
・
問
い
合
わ
せ

東
城
支
所
市
民
生
活
室

☎
０
８
４
７
７
‐
２
‐
５
１
２
１

■とき　８月31日（土）上映13：30（開場13：00）
■ところ　庄原市民会館
■入場料　一般 1,500円（当日1,800円）
　　　　　60歳以上　1,000円（当日1,300円）
　　　　　※高校生以下は無料（要整理券）
チケット２大特典（市民会館での購入に限る。）
１．先着200人または一度に３枚以上ご購入の方に限り入場料10％割引
２．友の会会員の方はさらに10％割引　チケット販売中
前売券販売所　庄原市民会館／食彩館ゆめさくら／ザ・ビッグ庄原店
　　　　　　　／ジョイフル／サングリーン／ＣＣプラザ

問い合わせ　ＮＰＯ法人 庄原市芸術文化センター　 ☎0824-72-4242
　　　　　生涯学習課社会教育係   ☎0824-73-1188

『東京家族』映画上映会

配偶者や恋人からの暴力・暴言などで悩んでいませんか？

あなたの不安な気持ちをお話ください。
《家族や友人が心配という方もご相談できます。》

庄原市役所女性児童課女性子ども支援係
☎ 0824-73-1243　[月～金９時～ 17 時（年末年始・祝日除く ]

広島県西部
こども家族センター

☎ 082-254-0391 月～金 10 時～ 17 時
休日夜間電話相談
☎ 082-254-0399

月～金 17 時～ 20 時
土日祝 10 時～ 17 時

広島県北部
こども家庭センター

☎ 0824-63-5181( 代 )
内線 2313 月～金 10 時～ 17 時

　半世紀の間、その時代、時代の家族と向き合ってきた
　山田洋次監督が、いま２０１２年の家族を描く・・・ 
 
　瀬戸内海の小島で暮らす平山
周吉と妻のとみこは、子どもたち
に会うために東京へやってきた。
郊外で開業医を営む長男幸一の
家に、美容院を経営する長女の滋
子、 舞台美術の仕事をしている次
男の昌二も集まり、家族は久しぶ
りに顔を合わせる。 
　のんびりした生活を送ってき
た両親と、都会で生活している子
どもたちとでは生活の リズムが違い過ぎて、少しずつ溝が出来ていく。
そんな中、とみこが突然倒れてしまう・・・ 

　～切なく希望に満ちたエンディングの後に込み上げるのは
　　　　　　「家族に会いたい」という想いでいっぱいになります～

  　広報しょうばら｜２０１３．８月号｜ 2627｜２０１３．８月号｜広報しょうばら
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そ  

の  

他

広島県立農業技術大学校学生募集
広島県立農業技術大学校は２年制の専修学校で、農業の専門的な知識や技術、
経営管理能力を養成しています。平成26年４月入学の学生を募集します。

学科・定員
本科40人程度
　園芸課程（野菜・花きコース、落葉果樹コース）
　畜産課程（肉用牛コース）

修業年限 ２年

入学資格 将来農業に従事しようとする者および農業・農村の担い手を目指す者
で、高卒または同等以上の学力のある者。

入学試験

①推薦入試　　　　願書受付  　9月24日（火）～10月15日（火）必着
　　　　　　　　　試験月日　10月29日（火）
②一般入試（前期）　願書受付　11月19日（火）～12月 9日（月）必着
　　　　　　　　　試験月日　12月20日（金）
③一般入試（後期）　願書受付　  2月  3日（月）～26日（水）必着
　　　　　　　　　試験月日　  3月  4日（火）　
④社会人特別入試　願書受付　10月  1日（火）～12月9日（月）必着
　　　　　　　　　試験月日　12月20日（金）
※応募状況によっては追加募集を行う場合があります。

　問い合わせ　広島県立農業技術大学校教務課
　　　　　　　〒727-0003庄原市是松町55-1　☎0824-72-0094

　問い合わせ　自衛隊三次地域事務所　☎０８２４‐６２‐０３５０　／総務課行政係　☎０８２４‐７３‐１１２３

募集種目 応募資格 受付期間 試験期日

防衛大学校
学生

推薦

高卒
（見込み含む）

～
21歳未満

９月５日～９日
９月28日・29日

総合選抜 １次：９月28日　２次：11月２日・３日
一般（前期） ９月５日～30日 １次：11月９日・10日　２次：12月10日～14日の間指定された日
一般（後期） １月 22 日～ 31 日 １次：３月１日　２次：３月13日

防衛医科
大学校

医学教育部

医学科学生
９月５日～30日

１次：11月２日・３日　２次：12月18日～20日の間指定された日
看護学科学生 １次：10月19日　２次：11月30日または12月１日

　※待遇・給与など詳しくは、三次地域事務所にお気軽にお問い合わせください。

人
権
作
品
募
集

　

生
命
の
尊
さ
や
生
き
る
こ
と
の

す
ば
ら
し
さ
、平
和
の
大
切
さ
を

表
現
し
た
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格
は
問
い
ま
せ
ん
。多
く

の
皆
さ
ん
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

募
集
部
門

○
標
語
の
部

○
作
文
の
部

○
絵
画
・
詩
画
・
ポ
ス
タ
ー
・
写
真

な
ど
の
部

応
募
方
法

◆
作
品
は
未
発
表
の
も
の
に
限

り
、一
人
１
点
と
し
ま
す
。

◆
作
品
に
は
、住
所
・
氏
名（
ふ
り

が
な
）を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

◆
学
校
経
由
の
場
合
は
学
校
名
・

学
年
・
氏
名（
ふ
り
が
な
）を
お
願

い
し
ま
す
。

◆
優
秀
作
品
の
発
表
は｢

広
報

し
ょ
う
ば
ら｣

で
行
い
、人
権
講
演

会
で
表
彰
し
、記
念
品
を
贈
呈
し

ま
す
。

◆
作
品
を
直
接
持
参
す
る
場
合

は
、生
涯
学
習
課
ま
た
は
各
支
所

教
育
室
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。郵

送
の
場
合
は
、生
涯
学
習
課
宛
に

お
送
り
く
だ
さ
い
。

募
集
締
め
切
り

９
月
30
日
㈪
必
着

作
品
の
郵
送
先
・
問
い
合
わ
せ

〒
７
２
７
‐
８
５
０
１

庄
原
市
中
本
町
一
丁
目
10
番
１
号

市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

☎
０
８
２
４
‐
７
３
‐
１
１
８
８

軽
度
・
中
等
度
難
聴
児
　
　

補
聴
器
購
入
費
助
成
事
業
が

始
ま
り
ま
す

　

市
は
、身
体
障
害
者
手
帳
の
交

付
対
象
と
な
ら
な
い
軽
度
・
中
等

度
の
難
聴
児
の
言
語
能
力
の
向
上

を
支
援
す
る
た
め
、補
聴
器
購
入

費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

●
交
付
を
希
望
す
る
方
は
、補
聴

器
の
購
入
前
に
申
請
を
お
願
い
し

ま
す
。

対
象
者

　

市
内
に
住
所
が
あ
り
、次
の
①

～
②
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
18

歳
未
満
の
難
聴
児
の
保
護
者
。

①
両
耳
の
聴
力
レ
ベ
ル
が
原
則
と

し
て
30
デ
シ
ベ
ル
以
上
。

②
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
対
象

外
。

※
た
だ
し
、世
帯
の
中
に
市
町
村

民
税
所
得
割
額
が
46
万
円
以
上
の

人
が
い
る
場
合
は
対
象
に
な
り
ま

せ
ん
。

助
成
金
の
額

　

補
聴
器
購
入
費
と
基
準
額
を
比

較
し
て
少
な
い
金
額
の
２
／
３

（
１
０
０
円
未
満
切
捨
て
）

手
続
き
に
必
要
な
も
の
　

　

印
鑑
、医
師
の
意
見
書
、意
見
書

に
基
づ
き
補
聴
器
販
売
業
者
が
作

成
し
た
見
積
書

手
続
き
・
問
い
合
わ
せ

社
会
福
祉
課
障
害
者
福
祉
係

☎
０
８
２
４
‐
７
３
‐
１
２
１
０

各
支
所
市
民
生
活
室

特
別
障
害
者
手
当
お
よ
び
　

障
害
児
福
祉
手
当
の
支
給

●
特
別
障
害
者
手
当

対
象　

身
体
ま
た
は
精
神
に
著
し

く
重
度
の
障
害
が
あ
る
た
め
に
、

日
常
生
活
で
常
時
、特
別
の
介
護

を
必
要
と
す
る
状
態
に
あ
る
20
歳

以
上
の
人
。（
審
査
あ
り
）

支
給
額　

月
額
２
万
６
２
６
０
円
（
原
爆
介

護
手
当
と
の
支
給
調
整
あ
り
）

※
10
月
分
か
ら
２
万
６
０
８
０
円

※
施
設
へ
入
所
、ま
た
は
３
カ
月

以
上
入
院
し
た
場
合
は
、受
給
資

格
を
失
い
ま
す
。（
こ
の
場
合
、必

ず
資
格
喪
失
届
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
）

●
障
害
児
福
祉
手
当

対
象　

身
体
ま
た
は
精
神
に
重
度

の
障
害
が
あ
る
た
め
に
、日
常
生

活
で
常
時
、介
護
を
必
要
と
す
る

状
態
に
あ
る
20
歳
未
満
の
人
。（
年

金
受
給
者
は
対
象
外
）

支
給
額　

月
額
１
万
４
２
８
０
円

※
10
月
分
か
ら
１
万
４
１
８
０
円

※
施
設
に
入
所
し
た
場
合
は
、受

給
資
格
を
失
い
ま
す
。

（
こ
の
場
合
、必
ず
資
格
喪
失
届
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
）

《
支
給
月
》

　

い
ず
れ
の
手
当
も
２
・
５
・
８
・

11
月
に
前
３
カ
月
分
の
手
当
を
支

給《手
続
き
に
必
要
な
も
の
》　

診
断
書（
指
定
の
用
紙
）、印
鑑
、所

得
状
況
届
、年
金
・
恩
給
受
給
額
の

確
認
書
類
、振
込
先
通
帳
な
ど
。

手
続
き
・
問
い
合
わ
せ

社
会
福
祉
課
障
害
者
福
祉
係

☎
０
８
２
４
‐
７
３
‐
１
２
１
０

各
支
所
市
民
生
活
室

８
月
30
日
か
ら
『
特
別
警
報
』

の
発
表
が
開
始
さ
れ
ま
す

　

気
象
庁
は
こ
れ
ま
で
、大
雨
や

津
波
、高
潮
な
ど
に
よ
り
重
大
な

災
害
の
起
こ
る
恐
れ
が
あ
る
時

に
、警
報
を
発
表
し
て
警
戒
を
呼

び
か
け
て
い
ま
し
た
。

　

今
後
は
、よ
り
甚
だ
し
い
大
雨

や
大
き
な
津
波
な
ど
が
予
想
さ

れ
、重
大
な
災
害
の
危
険
性
が
高

ま
っ
て
い
る
こ
と
を
お
知
ら
せ

し
、特
別
な
警
戒
を
呼
び
掛
け
る

た
め
に
、新
た
に
「
特
別
警
報
」を

発
表
し
ま
す
。

　

特
別
警
報
の
対
象
と
す
る
現
象

は
『
東
日
本
大
震
災
』、我
が
国
の

観
測
史
上
最
高
の
潮
位
を
記
録
し

た
『
伊
勢
湾
台
風
』の
高
潮
、紀
伊

半
島
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し

た
『
平
成
23
年
台
風
第
12
号
』の

豪
雨
な
ど
が
該
当
し
ま
す
。

　

特
別
警
報
が
出
た
場
合
、お
住

ま
い
の
地
域
は
数
十
年
に
一
度
し

か
な
い
よ
う
な
非
常
に
危
険
な
状

況
に
あ
り
ま
す
。屋
外
の
状
況
や
、

避
難
指
示
・
勧
告
な
ど
に
留
意
し
、

直
ち
に
命
を
守
る
た
め
の
行
動
を

と
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、大
雨
な
ど
の
被
害
を
防

ぐ
に
は
、時
間
を
追
っ
て
発
表
さ

れ
る
注
意
報
、警
報
や
そ
の
他
の

気
象
情
報
を
活
用
し
て
、早
め
早

め
の
行
動
を
と
る
こ
と
が
あ
な
た

や
家
族
の
命
を
守
り
ま
す
。

　

特
別
警
報
の
詳
細
は
、気
象
庁

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

http://w
w

w
.jm

a.go.jp/jm
a/

kishou/know
/tokubetsu-

keiho/index.htm
l

問
い
合
わ
せ

気
象
庁
広
島
地
方
気
象
台
防
災
業

務
課

☎
０
８
２
‐
２
２
３
‐
３
９
５
３

９
月
１
日
は
　
　
　
　
　
　

　
　
　「
防
災
の
日
」
で
す

　

大
正
12
年
９
月
１
日
に
発
生
し

た
関
東
大
震
災
を
教
訓
に
、災
害

へ
の
備
え
を
忘
れ
な
い
よ
う
に

と
、毎
年
９
月
１
日
を
「
防
災
の

日
」と
し
て
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、「
防
災
の
日
」を
含
む
８
月

30
日
～
９
月
５
日
ま
で
の
一
週
間

は
「
防
災
週
間
」で
す
。

　

こ
の
機
会
に
、台
風
、地
震
な
ど

の
災
害
に
つ
い
て
の
認
識
を
深

め
、こ
れ
に
対
処
す
る
心
構
え
を

準
備
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ

危
機
管
理
課
危
機
管
理
係

☎
０
８
２
４
‐
７
３
‐
１
２
０
６

８
月
は
　
　
　
　
　
　
　
　

「
道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
」で
す

「
ゆ
ず
り
合
い  

せ
ま
い
道
路
も   

広
く
な
る
」

（
平
成
25
年
度
「
道
路
ふ
れ
あ
い

月
間
」推
進
標
語
最
優
秀
作
品
）

　

私
た
ち
が
日
ご
ろ
何
気
な
く

使
っ
て
い
る
道
路
に
は
、色
々
な

機
能
が
あ
り
ま
す
。自
動
車
や
歩

行
者
な
ど
が
通
行
す
る
た
め
の
用

途
の
ほ
か
、上
下
水
道
管
な
ど
の

公
共
的
な
施
設
の
設
置
、ま
た
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
や
、安

ら
ぎ
の
場
と
し
て
も
使
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、道
路
は
私
た
ち

の
生
活
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な

い
大
切
な
施
設
で
す
。し
か
し
、身

近
な
存
在
で
あ
る
た
め
か
、そ
の

重
要
性
が
見
過
ご
さ
れ
が
ち
で

す
。

　

最
近
で
は
、ご
み
の
廃
棄
が
目

立
ち
、道
路
の
景
観
が
損
な
わ
れ

て
い
る
こ
と
が
見
受
け
ら
れ
ま

す
。

　

た
と
え
ば
、イ
ベ
ン
ト
に
参
加

し
た
と
き
に
は
、プ
ロ
グ
ラ
ム
な

ど
の
資
料
や
持
ち
込
ん
だ
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
な
ど
は
各
自
で
持
ち
帰
る

な
ど
、道
路
を
汚
さ
な
い
よ
う
に

心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

　

誰
も
が
毎
日
使
う
道
路
で
す
。

こ
れ
を
契
機
に
、道
路
に
つ
い
て

見
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

問
い
合
わ
せ

建
設
課
管
理
係

☎
０
８
２
４
‐
７
３
‐
１
１
５
０

　■自衛官を募集します～平和を仕事にする～

  　広報しょうばら｜２０１３．８月号｜ 2829｜２０１３．８月号｜広報しょうばら



お 知 ら せnformation

ろうきん庄原市提携ローン

《融資金利》年 1.83％
《融資条件》　取扱期間　2014 年 3 月 31 日まで

[ 固定金利 ]
（保証料別）

（表示金利：2013 年 4 月 1 日現在）

資金使途 住宅費・教育費 冠婚葬祭費・医療費
介護用品購入費

融資限度額 500 万円 200 万円
返済期間 最長 10 年 最長 5 年
返済方法 毎月返済、または毎月・ボーナス併用返済
保　　証 （一社）日本労働者信用基金協会
保証料率 年 0.7％　または　年 1.2％

申し込み条件（下記すべてに該当する方）
●庄原市に住んでいる方、または勤務している方
●居住年数および勤続年数が 1 年以上の方
●前年税込み年収が 150 万円以上の方
※審査の結果、ご融資できないなど、ご希望に添えない場合があります。あらかじめご了承ください。

申し込み・問い合わせ
　中国労働金庫三次支店　　　　　☎０８２４－６３－４２２１
　中国労働金庫庄原相談センター　☎０８２４－７２－１００７

備北公園管理センター
☎ 0824-72-7000（http://www.bihoku-park.go.jp/）

備北
丘陵公園
だより

　
公
園
で
は
、８
月
31
日
㈯
ま
で

「
夏
ま
つ
り
」を
開
催
し
て
い
ま

す
。

　

こ
の
夏
、園
に
は
新
た
な
遊
具

が
次
々
登
場
し
ま
す
！
大
人
気
の

「
水
遊
び
コ
ー
ナ
ー
」や
「
林
間
ア

ス
レ
チ
ッ
ク
」な
ど
、ひ
ば
の
里
の

「
昔
遊
び
体
験
」も
よ
り
充
実
し
、

ご
家
族
み
ん
な
で
楽
し
め
る
イ
ベ

ン
ト
が
満
載
で
す
！

　　
夏
休
み
特
別
企
画

●
ひ
ば
の
里
の
昔
体
験
（
期
間
中
毎
日
）

●
キ
ッ
ズ
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
３

（
８
／
10
・
11
）

●
カ
ナ
デ
ィ
ア
ン
カ
ヌ
ー
体
験

（
８
／
４
・
10
・
15
～
18
・
25
）

１
万
本
の
ヒ
マ
ワ
リ
畑

公
開
期
間
　

８
月
上
旬
～
中
旬
頃
ま
で

※
天
候
に
よ
っ
て
、開
花
時
期
が

変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

と
こ
ろ
　
み
の
り
の
里
ピ
ク
ニ
ッ
ク
広
場

※
最
寄
り
駐
車
場　

第
２
駐
車
場

　
遊
具
情
報

７
種
類
の
遊
具
が
新
登
場
！

●
常
設
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
遊
具
（
林

間
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
）

ロ
ー
プ
ク
ラ
イ
マ
ー
、ト
ラ
ン
ポ

リ
ン
、ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
の
３
種
類

●
ふ
わ
ふ
わ
水
遊
び
遊
具
（
大
芝

生
広
場
）

※
８
／
25
ま
で
の
期
間
限
定
。有

料
。パ
ド
ル
ボ
ー
ト
、ク
マ
ノ
ミ
ス

ラ
イ
ダ
ー
の
２
種
類
。

●
屋
内
ふ
わ
ふ
わ
遊
具
（
エ
ン
ト

ラ
ン
ス
セ
ン
タ
ー
２
Ｆ
）

※
８
／
25
ま
で
の
期
間
限
定
。有

料
。ブ
ゥ
ー
ド
ゥ
ー
コ
ン
ボ
、レ
ス

キ
ュ
ー
ス
ク
ア
ー
ド
の
２
種
類
。

「
ジ
ャ
ブ
ジ
ャ
ブ
池
」　

開
催
期
間
　
９
月
１
日
㈰
ま
で

利
用
時
間
　
９
時
30
分
～
17
時

と
こ
ろ　

備
北
オ
ー
ト
ビ
レ
ッ
ジ

　
カ
ブ
ト
ム
シ
ド
ー
ム
！
　
　

　
大
人
気
公
開
中
！

　
ド
ー
ム
内
に
は
、新
登
場
の

「
ク
ワ
ガ
タ
エ
リ
ア
」も
登
場
！

公
開
期
間
　
８
月
18
日
㈰
ま
で

※
カ
ブ
ト
ム
シ
の
発
生
状
況
に

よ
っ
て
、変
更
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

公
開
時
間
　
10
時
～
17
時
（
い

こ
い
の
森
入
園
は
16
時
ま
で
）

と
こ
ろ　

い
こ
い
の
森

　
秋
ま
つ
り
情
報

期
間
　
９
／
14
～
10
／
20

　

今
年
は
約
１
０
０
品
種
１
５

０
万
本
の
コ
ス
モ
ス
内
に
庄
原

ふ
る
さ
と
大
使
で
も
あ
る
日
本

を
代
表
す
る
ガ
ー
デ
ナ
ー
石
原

和
幸
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
の
庭
が
新

登
場
！
庄
原
市
共
催
イ
ベ
ン
ト

花
と
緑
の
祭
典　

庄
原
さ
と
や

ま
ガ
ー
デ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

を
開
催
予
定
（
９
／
14
～
16
）

※
詳
細
は
、電
話
ま
た
は
公
園

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

イベント盛りだくさん！！

夏まつり開催中 !
８月31日（土）まで

全
国
レ
ベ
ル
の
大
会
出
場
者
、全
国･

県
レ
ベ
ル
の
大
会
、市
が
共
催
す
る
各

種
大
会
な
ど
の
上
位
入
賞
者
を
掲
載
し

ま
す
。（
敬
称
略
）

全
国
大
会

全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭

（
７
月
31
日
～
８
月
４
日
・
長
崎
県
）

○
写
真
部
門

須
應　

僚
哉（
庄
原
格
致
高
３
年
）

三
嶋　

勇
吾（
庄
原
格
致
高
３
年
）

宇
津
宮
未
樹（
庄
原
実
業
高
３
年
）

金
山　

新
平（
庄
原
実
業
高
２
年
）

田
邊　

春
霞（
庄
原
実
業
高
２
年
）

全
国
高
等
学
校
　
　
　
　
　

定
時
制
通
信
制
体
育
大
会

○
卓
球
大
会

（
８
月
６
日
～
８
日
・
東
京
都
）

●
女
子
シ
ン
グ
ル
ス

平
田　

美
咲

（
三
次
高
校
定
時
制
１
年
・
川
北

町
）

○
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

（
８
月
19
日
～
22
日
・
小
田
原
市
）

●
女
子
シ
ン
グ
ル
ス

福
原　

愛
美

（
三
次
高
校
定
時
制
１
年
・
濁
川

町
）

ヤ
ン
グ
リ
ー
グ
ジ
ュ
ニ
ア
　

選
手
権
全
国
大
会

（
７
月
27
～
28
日
・
兵
庫
県
）

○
硬
式
野
球

三
田　

脩
也
（
庄
原
中
２
年
）

西
日
本
大
会

西
日
本
学
童
軟
式
野
球
大
会

（
８
月
23
日
～
26
日
・
大
阪
府
）

東
城
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ

県
大
会

全
国
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
軟
式
野

球
交
流
大
会
広
島
県
決
勝
大
会

（
６
月
22
日
～
23
日
・
府
中
市
桜

が
丘
グ
ラ
ウ
ン
ド
）

準
優
勝　

東
城
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ

～お詫びと訂正～

問 教育指導課　0824-73-1184
　
　広報しょうばら2012 年11 月号13 ページ
に掲載しました自己肯定感の説明について
は，田中氏の博士論文の定義に基づくもので
あるところ，そのことを十分認識せずに使用
したものでした。
　同氏に多大なるご迷惑とご心配をおかけ
しましたことを深く反省し，心よりお詫びし
ます。
　また，関係各位に多大なるご迷惑をおかけ
したことをお詫びしますとともに，次のとお
り訂正させて頂きます。

自己肯定感
「自己に対して前向きで、好ましく思うよう
な態度や感情のこと」

引用元：田中道弘のホームページ「自尊心、
自尊感情、Self-esteem、自己肯定感について
考える」
(http://homepage3.nifty.com/self-esteem/)

しょうばら九日市

毎月９日は、しょうばら九日市
★出店者募集中！あなたのお店を開こう。
★毎月20日が出店申込締め切りです。
★申し込みは交流サロンラッキー ☎ 0824-72-0075 まで

と   き　９月９日（月）　９時～１３時
ところ　中本町・まちなか広場周辺（のぼりが目印）

詳しくはＨＰで　http://kunchi-ichi.main.jp

９月

クマノミスライダー

ブゥードゥーコンボ

  　広報しょうばら｜２０１３．８月号｜ 3031｜２０１３．８月号｜広報しょうばら



お 知 ら せnformation

※飼い犬・猫の引き取りは有料です。

市民ギャラリー 「アート多愛夢」
情報ＢＯＸ

休日診療のご案内

比和自然科学博物館　  ☎ 0824-85-3005

開館 ： ９時～17時（年末年始休館）

栽培してはいけない花
オオキンケイギクとオオハンゴンソウ

オオキンケイギクが市内で爆発的に増え
ています。車に種子がくっついて運ばれるか
らなのか、道路の周辺に多く見られます。草
丈は30cm ～１m、種子で増え数年で大きな
株になります。花はキバナコスモスに似てい
て、花びらも中心の部分も濃い黄色です。５
月から７月に咲く花で、今の時期はほとんど
の花は散り、倒れかけているような状態に
なっています。

オオハンゴンソウは少し寒いところで生
える植物で、高野町や比和町で多く見るこ
とができます。草丈が1.5 ～３m になり沢筋
や河原などに群生しています。黄色い花で、
中心部の盛り上がりと垂れ気味の花びらが
特徴です。７月から９月頃まで咲く花なの
で、今が最盛期です。キクイモにも似てい
て、葉っぱの形を見ればすぐ分かります。

栽培が禁じられている花
この２種類の花が群生する範囲には他の植物は何も生えな

くなるため、生態系に悪影響を与える侵略的な外来生物とし
て国が指定しています。オオキンケイギクはきれいな花なの
で、草を刈るときにわざわざ残している人が見受けられます。
それが基点となって周辺に急速に広がっていきます。どちら
も身近なところに生えていれば必ず引き抜きましょう。

もし、この２つを栽培してしまうと、懲役または罰金刑が課
せられます。このことが十分周知されていないので、全国的に
拡大しているのです。

どちらも明治の中頃に観賞用として輸入されたので花に責
任はなく、「きれいな花だから良いじゃないか」という人もい
ますが、決して栽培してはいけません。

●東城地域

８月・９月の休日診療については、次のとおりです。
●庄原市休日診療センター
　診療日：日曜・祝日・年末年始
　問診療日　　　☎0824-72-9900 
　　診療日以外　☎0824-73-1155（保健医療課）

８月～９月のイベント情報
▶ゆめさくら講座
○かずら教室
　～夏休み木工教室～
　～懐かしいものづくり～竹とんぼ　ほか
　とき　８月25日（日）　10時～15時
　参加費　300円～　※当日随時受け付け

○草木染め教室
　～テーブルセンターを染める～
　とき　８月19日（月）
　　　　①９時～12時　②13時30分～15時30分
　参加費　4,900円　　定員　各10人
　～大きな布地を染めよう～　
　とき　９月９日（月）
　　　　①９時～12時　②13時30分～15時30分
　参加費　4,900円　　定員　各10人　

▶展示・催し物
○ゆめさくら夏まつり
　とき　８月10日（土）～15日（木）
　ミルク缶重量当てクイズ開催
　※お盆用切花特設テント販売８月11日～13日
　※臨時営業　８月13日（火）
○「森で遊悠～迷い道」　
　～のんき工房　森からうまれた作品展～
　とき　８月21日（水）～９月１日（日）　　　

市街地の空き店舗を活用した、
各種展示ができる市民ギャラリーです。

押花プリサーブドフラワー
とき　９月８日(日)～10日(火)10時～17時
問庄原市文化協会事務局　☎ 0824-72-5453
　商工観光課商工振興係　☎ 0824-73-1178
※展示を希望される団体(または個人)はお申し込みくだ
さい。使用料は要りません。

献血のご案内　  

問保健医療課医療予防係 ☎0824-73-1155

　献血を次のとおり実施します。
　本年度から血液製剤の安全性、製造効率、医療機関
の需要の観点から、400ml 献血限定で実施していま
す。
　皆さんのご協力をお願いします。

実施日 会　場 受付時間

８月12日（月） 市役所本庁舎 10時～11時30分
12時30分～15時

８月29日（木） 高野支所 11時30分～15時

９月  4日（水）
　　  5日（木） 東城支所 10時～11時30分

12時30分～15時

8月11日（日）三上クリニック 08477-2-1151
13日（火）こぶしの里病院 08477-2-5255
14日（水）東城病院 08477-2-2150
15日（木）瀬尾医院 08477-2-0023
18日（日）こぶしの里病院 08477-2-5255
25日（日）細川医院 08477-2-0054

9月 1日（日）東城病院 08477-2-2150
8日（日）こぶしの里病院 08477-2-5255

☎ 0824-75-4411

　夏は、赤ちゃんの肌にさまざまなトラブルが起き
やすい季節です。特に注意が必要な「日焼け」「あせ
も」「虫さされ」に対するスキンケアを紹介します。

日焼け　日焼け対策の基本は予防です。帽子をかぶ
り、できれば通気性のよい素材の長袖・長ズボンを着用し、肌の露
出を控えるなど、紫外線を少しでも和らげるような工夫が必要で
す。子ども用の日焼け止めも効果的です。それでも日焼けをしてし
まったら、火照りが治まるまで冷やします。その後、保湿効果のあ
るローションでお肌の水分補給をしましょう。

あせも　気温が高くなると発汗が多くなり、あせもが出来やすく
なります。予防には入浴やシャワーが効果的です。汗が出たらまず
ぬれたタオルで拭き、その後乾いたタオルで拭くと良いです。木綿
などの吸湿性のある服を着て、ぬれたらこまめに着替えましょう。

虫さされ　虫は汗のにおいや湿気に敏感なので、まずは清潔を保
ち、長袖などで肌の露出を抑えます。虫よけスプレーも効果があり
ますが、使う際には目に入らないようにしたり、子どもの手の届か
ない場所に置いたりするなどの注意が必要です。刺された場合は、
少し冷やすとかゆみが一時的に引きます。かゆみ止めの軟こうや
クリームも必要に応じて使用しましょう。

　赤ちゃんはかゆければかきます。夏は細菌感染を伴い、「とびひ」
になる場合もまれにありますので、できるだけ予防しましょう。ま
た、ひどくなった場合には早めに受診し、適切な処置を行いましょ
う。

犬 ・ 猫の引き取り　  

問環境政策課 ☎ 0824-72-1398

人の動き　  

平成25年６月末現在

♬ ロビーコンサート　  

問生涯学習課 ☎ 0824-73-1188

食育コーナー　  

問保健医療課 ☎ 0824-73-1255

母子保健コーナー　  

問保健医療課 ☎ 0824-73-1255

８月・９月の犬・猫の引き取りは、次の日程で実施します。
なお、手続きには認印が必要ですので、持参してください。

庄原市食育推進計画（第２次）を策定中！
「食」は、生命の基本であり、私たちの日々の生活に欠かすことが

できないものです。
市は平成21 年３月に策定した「庄原市食育推進計画（第１次）」

に基づき、市民一人一人が自らの「食」について考える習慣や、「食」
に関するさまざまな知識、「食」を選択する判断力を身に付けるた
めの学習など、「食育」の取り組みを実施してきました。

たとえば、地域での栄養学習や出前トーク、男性料理教室などの
生活習慣病・介護予防事業、妊婦教室や離乳食教室、乳幼児健診や
育児相談での母子栄養事業など数多くあります。また、「食育子ど
も絵画展」や「地産地消推進店登録事業」も新たに誕生しました。

この計画が本年度終了することから、第２次計画（平成26 ～
30 年度）を策定することとしました。

８月に市民の方々を対象（無作為選出）としたアンケート調査
を実施し、食事への関心度や実践の状況などを伺い、５年間の「食」
に対する意識や行動の変化を分析します。また、市民の方々からの
ご意見も次期計画へ反映させたいと考えています。

食育を通じて、“ こころも
からだも元気な市民” を目指
す「庄原市食育推進計画（第
２次）」を策定していきます。

[住民基本台帳登載人口]

人口　３９，１０１人（前年比－４０７人）　
男　　１８，４９６人（前年比－２４６人）　
女　　２０，６０５人（前年比－１６１人）　
世帯数　１５，９８３世帯（前年比＋８５世帯）
[うち外国人]

人口　２７７人（前年比－４９人）

と　き　８月 26 日（月）12 時 15 分～ 55 分
ところ　市役所１階市民ホール
出演者　淀

よ ど が わ

川　萌
も え

（ソプラノ）・淀
よ ど が わ あ さ

川亜沙（ピアノ）
曲　目　團伊玖磨作曲　ひぐらし
　　　　久石　譲作曲　Stand Alone　ほか

広報日記
　朝のラジオ番組で流れていたニュースの中で「国内総幸福
量（ＧＮＨ）」という言葉が耳に留まりました。これは、ブータ
ン国が進める国策の考え方で、経済発展指数のＧＤＰではな
く、心の豊かさを示す「幸福度」を重視しようというものです。
この考え方を庄原に当てはめてみるとどうでしょうか。しか
し、ブータンではネット普及による情報化によって、田舎を飛
び出して都会に若者が流れ、世界に誇った国内総幸福が崩れ
ているとも伝えていました。情報化による副作用だとも言え
ます。ただ逆を言えば、庄原の魅力がうまく発信できれば、人
が流れてくる可能性が高まります。「庄原で暮らしたい」と思
う人を増やすには、私たち一人一人の発信力にかかっている
のだと思います。

▶淀川　萌…三次市出身。広島音楽高校在学中の平
成16年第19回広島県高等学校独唱コンクール第１
位。平成17年国立音楽大学演奏学科声楽専攻入学。
平成18年からウィーンにてオルガ・ワルラ・コロ女
史に師事。平成24年三次市芸術文化賞受賞。ウィー
ン在住。
▶淀川亜沙…淀川萌さんの母で、今年１月のロビー
コンサートに出演。現在は後進の指導の傍ら、県北の
音楽文化の普及の活動の一環として三次音楽家協
会、みよし児童合唱団を設立し、その代表を務める。

 
引き取り日 時間 場所

庄原
地域

毎月第２ ・ ４水曜日

８月１４日・２８日

９月１１日・２５日

９：００～　９：３０ 市役所車庫

東城
地域

１０：４０～１１：１０
東城支所
正面駐車場

赤ちゃんのスキンケア

￥ 市税・水道料金・下水道使用料
納付は口座振替が便利です

手続きは各金融機関の窓口でお願いします。
残高確認も忘れないでください。

●税務課収納係　　☎０８２４ ‐ ７３ ‐ １１４５
●下水道課管理係　☎０８２４ ‐ ７３ ‐ １１７５
●水道課業務係　　☎０８２４ ‐ ７３ ‐ １１９７

オオキンケイギク

オオハンゴンソウ

  　広報しょうばら｜２０１３．８月号｜ 32 33｜２０１３．８月号｜広報しょうばら



第 20 回ミュージックエンタ

と　き　８月18日（日）
　　　　開演13時（会場12時30分）
　　　　終演17時予定
ところ　庄原市ふれあいセンター

（コパリホール）

※入場無料、出入り自由
※マナーを守って観覧すること

な
け
れ
ば
出
演
は
お
断
り
す
る
」。そ
の
ほ
か

に
も
出
演
中
は
ゴ
ミ
を
散
ら
か
さ
な
い
、ゴ

ミ
が
出
た
と
き
は
持
ち
帰
る
、イ
ベ
ン
ト
終

了
後
は
み
ん
な
で
片
付
け
る
、会
場
周
辺
を

清
掃
す
る
、校
則
や
法
律
に
反
す
る
こ
と
は

絶
対
に
し
な
い
―
な
ど
。そ
れ
は
出
演
者
だ

け
で
な
く
、ラ
イ
ブ
を
見
に
来
た
友
人
や
家

族
に
も
求
め
た
。た
ば
こ
を
吸
っ
た
り
、髪
を

染
め
た
り
し
て
い
る
者
が
い
た
と
き
に
は
そ

の
場
で
注
意
し
、す
ぐ
に
帰
ら
せ
た
。最
初
の

頃
は
注
意
す
る
こ
と
が
度
々
あ
っ
た
が
、「
今

で
は
注
意
す
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
く
な

り
、会
場
周
辺
に
ゴ
ミ
が
落
ち
て
い
る
こ
と

も
ほ
と
ん
ど
な
い
」と
胸
を
張
る
。回
を
重
ね

る
ご
と
に
、そ
の
思
い
が
子
ど
も
た
ち
に
伝

わ
っ
て
い
る
。

　

保
護
者
の
信
頼
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。

「
子
ど
も
の
演
奏
を
聴
き
に
来
る
親
も
増
え
、

孫
の
活
躍
を
一
目
見
よ
う
と
足
を
運
ん
で
く

る
お
じ
い
ち
ゃ
ん
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
姿
も
多

く
な
っ
た
」と
メ
ン
バ
ー
の
声
も
弾
む
。今
は

子
ど
も
た
ち
を
預
か
っ
て
い
る
と
い
う
責
任

と
重
み
を
感
じ
て
い
る
。

目
標
は
20
回
目
を
成
功
さ
せ
る
こ
と

　

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
エ
ン
タ
は
平
成
18
年
11

月
に
第
１
回
目
を
開
催
。昨
年
12
月
に
開
催

し
た
第
19
回
ま
で
に
出
演
し
た
バ
ン
ド
数

は
延
べ
１
７
５
バ
ン
ド
、出
演
者
数
は
延
べ

６
８
５
人
に
上
る
。荒
木
さ
ん
は
「
20
回
と

言
っ
て
も
１
回
１
回
を
積
み
重
ね
た
結
果

で
し
か
な
い
」と
言
う
。し
か
し
、出
演
者
の

ほ
う
が
特
別
な
思
い
入
れ
を
持
っ
て
い
る
者

も
い
る
。過
去
の
出
演
者
の
中
に
は
、イ
ン

デ
ィ
ー
ズ
で
活
躍
し
て
い
る
者
も
。今
回
そ

の
卒
業
生
か
ら
出
演
さ
せ
て
ほ
し
い
と
依
頼

が
あ
っ
た
。「
全
国
で
活
躍
し
て
い
る
の
に
、

こ
う
い
う
形
で
声
を
か
け
て
く
れ
た
こ
と
が

本
当
に
う
れ
し
い
。彼
ら
が
出
演
し
て
く
れ

る
こ
と
で
、中
高
生
ら
の
励
み
に
も
な
る
と

思
う
」と
喜
ぶ
。

　

今
回
は
、で
き
る
だ
け
多
く
の
バ
ン
ド
に

参
加
し
て
も
ら
い
た
い
と
、い
つ
も
よ
り
申

し
込
み
期
限
を
延
ば
し
た
。そ
の
た
め
、い
つ

も
な
ら
７
月
上
旬
に
は
完
成
し
て
い
る
ポ
ス

タ
ー
の
完
成
が
、半
月
以
上
遅
れ
た
。藤
元
さ

ん
は
「
そ
れ
だ
け
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
エ
ン
タ
を

楽
し
み
に
し
て
く
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
。

バ
ン
ド
を
し
た
い
と
思
う
中
高
生
が
１
人
で

も
い
る
限
り
エ
ン
タ
を
続
け
て
い
き
た
い
」

と
誓
う
。

　

実
行
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
も
Ｊ
．Ｊ
．と
し

て
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
エ
ン
タ
に
出
演
す
る
。「
一

緒
に
ス
テ
ー
ジ
に
立
つ
と
子
ど
も
た
ち
の
成

長
を
感
じ
る
。僕
た
ち
も
負
け
て
い
ら
れ
な

い
」。子
ど
も
た
ち
か
ら
刺
激
を
受
け
、練
習

に
も
力
が
入
っ
て
い
る
。

　
「
楽
し
そ
う
に
演
奏
し
て
い
る
姿
や
上
達

す
る
姿
を
見
る
と
う
れ
し
い
。今
回
も
ど
れ

だ
け
の
も
の
を
見
せ
て
く
れ
る
か
楽
し
み
」

と
気
持
ち
を
高
ぶ
ら
せ
て
い
る
。

中
学
生
・
高
校
生
が　
　
　
　
　
　
　

輝
け
る
場
所
を
作
り
た
い

　　

平
成
13
年
８
月
、市
内
の
音
楽
好
き
９
人

が
集
ま
り
庄
原
よ
い
と
こ
パ
レ
ー
ド
に
参
加

し
た
。「
市
内
で
バ
ン
ド
の
生
演
奏
が
で
き
る

場
所
は
あ
れ
く
ら
い
だ
っ
た
」と
当
時
か
ら

の
メ
ン
バ
ー
荒
木
伸
二
さ
ん
は
こ
う
振
り
返

る
。そ
の
と
き
の
メ
ン
バ
ー
が
中
心
と
な
り

バ
ン
ド
チ
ー
ム
Ｊ
．Ｊ
．を
結
成
し
た
。

　

活
動
を
続
け
る
中
で
聞
い
た
の
が
、「
ラ
イ

ブ
イ
ベ
ン
ト
に
出
た
い
が
、自
分
た
ち
が
出

ら
れ
る
よ
う
な
敷
居
の
低
い
ラ
イ
ブ
が
な

い
」と
い
う
声
だ
っ
た
。ラ
イ
ブ
イ
ベ
ン
ト
に

出
演
す
る
こ
と
は
お
金
が
か
か
る
。当
時
は

“
バ
ン
ド
を
す
る
人
は
怖
い
”と
い
う
見
方
を

さ
れ
や
す
く
「
実
際
に
怖
い
イ
メ
ー
ジ
を
持

た
れ
る
大
人
の
存
在
も
あ
っ
た
」と
荒
木
さ

ん
。マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
を
変
え
た
い
と
強

く
思
っ
て
い
た
メ
ン
バ
ー
は
「
自
分
た
ち
が

出
た
い
と
思
う
ラ
イ
ブ
を
庄
原
に
作
ろ
う
」

と
心
に
決
め
た
。

　

ふ
と
、ラ
イ
ブ
イ
ベ
ン
ト
に
出
ら
れ
な
い

グ
ル
ー
プ
に
目
を
向
け
て
み
る
と
、中
高
生

バ
ン
ド
が
多
い
こ
と
に
気
付
い
た
。「
大
学
生

で
あ
れ
ば
自
分
た
ち
で
ラ
イ
ブ
会
場
を
探
す

こ
と
が
で
き
る
。で
も
中
高
生
に
は
難
し
い
。

純
粋
に
バ
ン
ド
に
向
き
合
っ
て
い
る
子
た
ち

が
、気
軽
に
参
加
で
き
て
、楽
し
ん
で
演
奏
で

き
る
場
所
を
作
っ
て
や
り
た
い
」。Ｊ
．Ｊ
．の

メ
ン
バ
ー
は
実
行
委
員
会
を
立
ち
上
げ
た
。

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
エ
ン
タ
は
こ
こ
か
ら
ス
タ
ー

ト
を
切
っ
た
。

子
ど
も
た
ち
が
成
長
す
る

社
会
教
育
の
場
に

　　

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
エ
ン
タ
の
出
演
条
件
は
厳

し
い
。そ
の
厳
し
さ
と
は
「
当
た
り
前
の
こ

と
を
す
る
」と
い
う
こ
と
。実
行
委
員
長
の
藤

元
竜
二
郎
さ
ん
は
「
バ
ン
ド
に
対
し
て
良
い

イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
も
ら
う
に
は
、行
動
で

示
す
以
外
に
な
い
」と
強
調
す
る
。

　

ま
ず
は
あ
い
さ
つ
す
る
こ
と
。「
あ
い
さ
つ

は
基
本
。気
持
ち
い
い
ス
テ
ー
ジ
は
気
持
ち

い
い
あ
い
さ
つ
か
ら
始
ま
る
。こ
れ
が
で
き

中高生の 『笑顔』 と歴史を積み重ねて 20 回

ミュージックエンタ
中学生・高校生のための音楽舞台『ミュージックエンタ』。

８月 18 日の開催で 20 回の節目を迎える。

これまでの活動と歩み、思いなどを関係者に聞いた。

▲ミュージックエンタ終了後、
　出演者全員で撮影

エンタ君

音楽と勉強の両立を目指し、勤勉の象徴である
二宮金次郎像をモチーフにして作られたロゴ

▲毎週火曜日に荒木さん宅に集まり約
３時間練習。

荒木伸二さん

前谷邦治さん

藤元竜二郎さん

坂口靖子さん

岡田麻未さん

実
行
委
員
会（
Ｊ
．Ｊ
．）の
メ
ン
バ
ー
。現
在
は
こ
の
５
人
で
活
動
中

  　広報しょうばら｜２０１３．８月号｜ 34 35｜２０１３．８月号｜広報しょうばら



庄原の食材を扱うお店を応援します！

『庄原市地産池消推進店』に登録しませんか？　市は随時、地産池消推進店を募集しています。
詳しくは、保健医療課健康推進係（☎ 0824-73-1255）まで。

　

乗りんさい
芸備線

東城駅

　２歳になった息子は列車が大好きで、朝、昼、夕と東
城駅まで列車を見に行きます。まだ時計は分かりませ
んが、列車が駅に着く時間近くになると、「じかんよ！」
と声をかけてくれます。生まれて間もない頃から夜も
遅くまで寝ず、夜泣きもひどく、駅で子守りをしていま
した。今では熱狂的なファンです。運転士さんに抱いて
もらい、運転席に座らせてもらえて、うれしい経験がで
きました。　　　　　　　　　　藤岡　佳子（東城町）

手打ちうどん　ゆず
所　上原町 2624 － 1
☎　０８２４－７２－７０６５
営　11 時～14 時30 分
　　17 時30 分～21 時（月曜日は14 時30 分終了）
休　火曜日・第２、第４月曜日

取り扱う市内産食材

▶▶▶　店長の秋津幸也さんに聞きました。

なぜ、地産地消推進店に登録しようと思ったのですか？
　以前から地元の食材を使用するように心掛けていたのですが、
推進店登録をきっかけに、地元の方や遠方から来られた方たちに
もその魅力をもっとアピールできたらと思いました。

お店の推進店としてのこだわりは？
　豊かな自然に恵まれたこの地で、四季折々の山菜、野菜、魚、肉な
ど、この庄原でしか味わえない食材を取り入れた独特なうどんを
作っていきたいと思います。

皆さんへ一言
　手打ちにこだわった
うどん屋です。季節限
定のうどんや旬の食材
を使った一品料理など
もいろいろ取りそろえ
ています。ぜひお越し
ください！

▶えび天ぶっかけうどん
（1,180 円）

米、野菜、牛肉

大
好
き
な
列
車
と
一
緒
に
写
る
輝

ひ
か
る

く
ん
（
平
成
25
年
５
月
10
日
撮
影
）
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登録

　東城駅は当時の国鉄三神線の一部として、昭和５年11 月
25 日に開業しました。開業時は新見から伸びてきた線路の
終点で、東城駅周辺は大変な賑わいだったと言います。ホー
ムにはかつて走った急行の案内表示がうっすらと残り、往
時を偲ばせます。


